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市内３観光協会が合併
　村上市観光協会、越後さんぽく笹川流れ観光協
会、村上市朝日地区観光協会が合併し、広域的な
誘客の取り組みを開始しました。

瀬波児童館が完成
　地域の子育て支援の拠点施設として４月12日
にオープンしました。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
１
か
月
。
今
年
は
、
昨
年
末
に
策
定
さ
れ
た
第
１
次
村

上
市
総
合
計
画
に
よ
り
、
本
格
的
に
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
高
速
道
路
の
無
料
化
社
会
実
験
や
夏
の
猛
暑
、
ク
マ
の
出
没
が
相
次
ぐ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
っ
た
年
で
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
市
政
を
中
心
に
こ
の
１
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

主

な

出

来

事

１
月

１
日�

第
55
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会　

１
４
６
７
人
参
加

２
月

９
日�

村
上
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
が
設
立

14
日�

農
家
民
宿「
ひ
ど
こ
」竣
工
式

３
月

１
日�

第
11
回
町
屋
の
人
形
さ
ま
巡
り（
〜
４
月
３
日
）

16
日�

�

市
内
３
観
光
協
会
が
合
併

28
日�

�

日
本
海
東
北
自
動
車
道　

荒
川
胎
内
IC
〜
神
林
岩
船
港
IC
間

が
開
通

４
月

１
日�

温
泉
施
設「
荒
川
い
こ
い
の
家
」開
館

�

「
児
童
手
当
」に
替
わ
り「
子
ど
も
手
当
」が
始
ま
る

�

村
上
市
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を
創
設

４
日�

第
24
回
笹
川
流
れ
マ
ラ
ソ
ン
大
会　

２
２
８
６
人
参
加

９
日�

新
潟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
が
開
学

12
日�

瀬
波
児
童
館
が
オ
ー
プ
ン

25
日�

�「
恋
人
の
聖
地
」
に
認
定
さ
れ
た
瀬
波
温
泉
海
岸
で
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
完
成
記
念
式
典

５
月

５
日�

日
本
国
山
開
き「
小
俣
宿
で
い
っ
ぷ
く
」開
催

23
日�

第
23
回
お
幕
場
茶
会

６
月

１
日�

「
村
上
市
ダ
ブ
ル
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」を
販
売

６
日�

�

岩
船
港
港
湾
緑
地
で
南
極
観
測
船
「
初
代
し
ら
せ
」
の
ス
ク

リ
ュ
ー
ブ
レ
ー
ド
設
置
の
除
幕
式

28
日�

�

高
速
道
路
無
料
化
社
会
実
験
開
始（
新
潟
中
央
IC
〜
荒
川
胎
内

IC
間
が
無
料
に
）

村
上
市

２
０
１
０
年
を
振
り
返
る
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10回目を迎えた屏風まつりを記念して
　城下町町屋の屏風まつりが10回目の節目を迎
え、ＳＬ屏風まつり号が初めて運行されました。

高速道路無料化社会実験
　高速道路無料化社会実験により、日本海東北道
自動車道の新潟中央ＩＣ～荒川胎内ＩＣ間が無
料となりました。

市内全域で防災訓練を実施
　防災訓練に約13,000人が参加しました。（写真
は神林会場）

早稲田大学との協働連携
　市と早稲田大学総合研究機構が連携し、人材育
成や地域づくり、産業振興、自治体経営戦略につ
いて協力していくことが決まりました。

７
月

11
日�

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

17
日�

「
村
上
物
産
館
」が
旧
村
上
堆
朱
工
芸
館
内
に
オ
ー
プ
ン

８
月

１
日�

児
童
扶
養
手
当
を
父
子
家
庭
に
も
支
給

�
�

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
統
合
事
業
の
整
備
が
終
わ
り
、市

内
一
斉
に
防
災
情
報
を
発
信

５
日�

早
稲
田
大
学
と
の
協
働
連
携
に
関
す
る
基
本
協
定
書
調
印
式

７
日�

荒
川
大
祭
花
火
大
会

15
日�

村
上
市
成
人
式　

対
象
者
７
１
０
人
の
う
ち
４
８
６
人
参
加

21
日�

新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会　

村
上
・
岩
船
地
区
大
会

22
日�

第
12
回
か
み
は
や
し
穀
菜
マ
ラ
ソ
ン
大
会　

２
９
１
人
参
加

29
日�

�

市
内
全
域
で
防
災
訓
練
を
実
施

９
月

１
日�

�

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業　

通
院
医
療
費
の
助
成
対
象
を
小

学
６
年
生
ま
で
拡
充

10
日�

�

第
10
回
城
下
町
町
屋
の
屏
風
ま
つ
り
（
〜
10
月
11
日
）
ポ
ス
ト

新
潟
県
大
観
光
交
流
年
特
別
協
賛
期
間
と
し
て
、期
間
を
延
長

し
て
開
催

26
日�

�

２
０
１
０
村
上
・
笹
川
流
れ
国
際
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
に
約

７
０
０
人
参
加

10
月

１
日�

５
年
に
一
度
の「
国
勢
調
査
」が
全
国
一
斉
に
実
施

�
�

荒
川
・
神
林
・
朝
日
地
区
で
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の

分
別
収
集
が
始
ま
る

13
日�

国
道
２
９
０
号「
上
助
渕
バ
イ
パ
ス
」が
開
通

24
日�

第
２
回
村
上
市
伝
統
芸
能
祭

30
日�

市
美
術
展
覧
会
開
催（
〜
11
月
１
日
）

31
日�

門
前
谷
小
学
校
閉
校
記
念
式
典

11
月

３
日�
市
ほ
う
賞
授
賞
式（
33
氏
受
賞
）
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市の木・花・鳥を提案しました

　慣行審議委員会（小川勲委員長）では、市

民の皆さんから寄せられたご意見を参考に

しながら、市長に提案する「シンボル（象徴）

としての市の木・花・鳥」、「推奨の木・花・

鳥」を慎重に審議してきました。

　11月５日㈮、小川委員長と大滝副委員長が

委員会の意見をまとめた提案書を市長に提

出しました。

　市では、提案された意見を尊重し、今後議

会に諮り制定する予定です。

─ 選定結果を市長に提出 ─

■市の木・花・鳥

木 花 鳥

ブ　ナ ハマナス クマタカ

■推奨の木・花・鳥

木 花 鳥
スギ

マツ

春　カタクリ、クロッカス、セナミスミレ

夏　アジサイ、ヒマワリ、ユリ

秋　ヤマハギ

冬　サザンカ

キジ

ハクチョウ

ハヤブサ

●問い合わせ　慣行審議委員会事務局（政策推進課まちづくり推進室内）☎53‐2111（内線332、333）

「自然を守る」「環境への配慮」をテーマに選定しました。

市内で多く見られ、親しまれているものを選定しました。花は、季節ごとに選定しています。
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『
湯
っ
く
り
・
湯
っ
た
り
』と

　
　

温
泉
に
入
っ
て
健
康
づ
く
り

ゆ

ゆ

　

温
泉
入
浴
助
成
事
業
『
湯
っ
く
り
・
湯
っ
た
り
事
業
』
を
今
年
度
も
行
い
ま
す
。
利
用
で
き
る
温
泉
施
設
に
「
湯
っ

た
り
チ
ケ
ッ
ト
」
を
提
出
す
る
と
割
引
料
金
で
入
浴
で
き
ま
す
。
地
元
に
あ
る
温
泉
施
設
を
有
効
に
活
用
し
、
健
康
づ

く
り
と
医
療
費
節
減
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

♨�

い
つ
か
ら
使
え
る
の
？

　
　

平
成
23
年
１
月
４
日
㈫

　
　
　
　
　
　

〜
３
月
31
日
㈭

♨�

だ
れ
が
使
え
る
の
？

・�

昭
和
11
年
１
月
５
日
〜
昭
和
46
年

１
月
４
日
生
ま
れ
の
村
上
市
国
民

健
康
保
険
加
入
者

・�

昭
和
11
年
１
月
４
日
以
前
生
ま
れ

の
村
上
市
に
住
民
票
の
あ
る
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

※�

い
ず
れ
も
寝
た
き
り
や
施
設
に
入

所
し
て
い
る
人
は
、
対
象
と
な
り

ま
せ
ん

♨
チ
ケ
ッ
ト
は
い
つ
、

ど
こ
で
も
ら
え
る
の
？

　

チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
を
希
望
す
る
対

象
者
は
市
役
所
な
ど
の
窓
口
で
申
請

が
必
要
で
す
。

●
チ
ケ
ッ
ト
配
布
期
間

　
　

12
月
１
日
㈬

　
　

〜
平
成
23
年
１
月
31
日
㈪

　

�（
８
枚
つ
づ
り
の
チ
ケ
ッ
ト
を
１

人
１
冊
の
み
配
布
し
ま
す
）

※�

１
人
１
冊
限
り
の
申
請
で
、い
か
な

る
理
由
で
も
再
発
行
で
き
ま
せ
ん

※�

期
間
を
過
ぎ
る
と
配
布
で
き
ま
せ

ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い

●
受
付
窓
口

・
保
健
医
療
課
国
保
係

　

※�

村
上
地
区
に
住
所
が
あ
る
人

は
、
村
上
地
区
公
民
館
を
除
く

各
分
館
で
も
受
け
付
け
し
ま
す

・
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
医
療
係

●
持
参
す
る
も
の

・�

村
上
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

●
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合

　

チ
ケ
ッ
ト
を
代
理
人
が
申
請
す
る

場
合
は
、
対
象
者
本
人
の
保
険
証
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
対
象
者
本
人
が
寝
た
き
り

や
施
設
入
所
者
な
ど
に
該
当
し
な
い

旨
の
誓
約
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

♨
チ
ケ
ッ
ト
の
使
い
方

・�

チ
ケ
ッ
ト
の
利
用
は
、
本
人
に
限

り
ま
す
。
本
人
確
認
が
必
要
な
場

合
は
、
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

・�

村
上
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の

チ
ケ
ッ
ト
の
色
は
異
な
り
ま
す
。

・�

チ
ケ
ッ
ト
は
切
り
取
ら
ず
に
各
温

泉
施
設
の
受
け
付
け
に
提
出
し
、

３
０
０
円
（
勝
木
ゆ
り
花
温
泉
は

67
歳
ま
で
１
５
０
円
、
68
歳
以
上

は
１
０
０
円
。
荒
川
い
こ
い
の
家

は
59
歳
ま
で
２
０
０
円
、
60
歳
以

上
は
１
０
０
円
）
を
支
払
っ
て
入

浴
し
て
く
だ
さ
い
。

♨
利
用
で
き
る

　
　
　
　

温
泉
施
設

☆
野
天
風
呂　

湯
元　

龍
泉

☆
ゆ
処
そ
ば
処　

磐
舟

☆
ニ
ュ
ー
ハ
ー
ト
ピ
ア
新
潟
瀬
波

☆
瀬
波
は
ま
な
す
荘

☆
ホ
テ
ル
瀬
波
観
光

☆
朝
日
ま
ほ
ろ
ば
温
泉

☆
勝
木
ゆ
り
花
温
泉

☆
荒
川
い
こ
い
の
家

※�

利
用
で
き
る
時
間
帯
は
各
施
設
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。チ
ケ
ッ
ト
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
国
保
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１

　

（
内
線
２
５
１
〜
２
５
３
）
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【
受
賞
者
の
声
】

　

私
の
絵
造
り
は
、
い
つ
も
一
つ
の
素
材

を
ペ
ン
画
と
し
て
描
き
あ
げ
た
後
、
そ
の

ペ
ン
画
の
持
つ
シ
ャ
ー
プ
さ
や
透
明
感
を

残
す
こ
と
を
心
掛
け
な
が
ら
水
彩
画
と
し

て
完
成
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
作
品
は
、
福
島
県
会
津
の
塔
の

へ
つ
り
と
い
う
場
所
を
描
い
た
も
の
で
す

が
、
ペ
ン
画
と
水
彩
画
の
良
さ
が
、
生
き

る
風
景
に
巡
り
会
え
た
こ
と
が
、
絵
の
成

功
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
そ
の
様
な
風
景
を
見
つ
け

出
し
な
が
ら
、
絵
造
り
を
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

小
室　

秀
子
さ
ん
（
羽
黒
口
）

美
術
協
会
長
賞

　

斉
藤　
　

通
さ
ん
（
下
大
蔵
）

奨
励
賞

　

川
村　

民た
み

二じ

さ
ん
（
三
之
町
）

　

髙
橋　
　

泉
さ
ん
（
茎
太
）

　

本
間　

政
雄
さ
ん
（
大
欠
）

　

本
間　

陽
一
さ
ん
（
間
島
）

市
展
賞

日
本
画
部
門

日
本
画
部
門

市
展
賞

洋
画
・
版
画
部
門

洋
画
・
版
画
部
門

小杉　俊雄さん

（上片町）

「休漁日」

山田　一
いち

三
ぞう

さん

（飯野二丁目）
「塔のへつり」

【
受
賞
者
の
声
】

　

絵
の
具
の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
始
め

た
日
本
画
で
し
た
が
、
こ
の
た
び
思
い
が

け
ず
、
市
展
賞
の
栄
誉
に
浴
し
、
大
変
う

れ
し
く
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
栄
誉
は
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
日

本
画
サ
ー
ク
ル
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
経
験
の
乏
し
い
私
を
熱
心
に
献
身
的
に

指
導
し
て
く
だ
さ
る
渋
谷
先
生
、
温
か
さ
の

中
に
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

の
心
で
接
し
て
く
だ
さ
る

会
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

受
賞
作
品
は
野
外
ス
ケ
ッ
チ
で
寝
屋
漁

港
へ
み
ん
な
で
出
か
け
た
と
き
の
取
材
を

も
と
に
制
作
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
度
の
受
賞
を
励
み
に
、
こ
れ
か
ら

も
日
本
画
の
奥
深
い
魅
力
に
せ
ま
る
作
品

づ
く
り
を
心
が
け
て
参
り
た
い
と
念
じ
て

お
り
ま
す
。
更
な
る
ご
指
導
と
ご
鞭べ

ん

撻た
つ

を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

本
間　

準
二
さ
ん
（
山
居
町
一
丁
目
）

美
術
協
会
長
賞

　

小
田　

礼
子
さ
ん
（
松
原
町
三
丁
目
）

奨
励
賞

　

平
山　

幸さ
ち

子こ

さ
ん
（
七
湊
）

第
３
回　
村
上
市
美
術
展
覧
会

市 
展

　芸術の秋の祭典「村上市美術展覧会」を10月30日㈯から11

月１日㈪までの３日間、村上体育館で開催しました。市内外

から応募総数225点の力作が集まり、また、郡市児童生徒図

画展覧会も併せて開催され、期間中は約3,000人が会場を訪れ

ました。

　ここでは、部門ごとに入賞者を紹介します。
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市
展
賞

【
受
賞
者
の
声
】

　

週
１
回
、
村
上
市
内
の
機
織
教
室
で
裂

織
り
を
し
て
い
ま
す
。
絹
の
縦
糸
に
古
布

の
裂
い
た
布
を
通
し
て
織
り
上
げ
て
、
新

た
な
布
に
し
て
い
く
の
は
、
昔
の
人
た
ち

に
と
っ
て
暮
ら
し
の
中
で
の
必
需
品
と
し

て
古
布
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
織
り
を
育
ん

で
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
手
法
も
無

数
の
模
様
を
織
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
ま
だ
ま
だ
そ
の
域
に
達
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
古
布
を
裂
い
て
織
っ
た
と
き

に
思
い
が
け
な
か
っ
た
模
様
や
色
彩
に
仕

上
が
っ
て
き
た
り
、
機
糸
の
上
で
絵
を
描

く
よ
う
に
思
い
通
り
に
仕
上
が
っ
て
い
く

の
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
、
作
業
を
進
め

彫
塑
・
工
芸
部
門

渡辺　伸
のぶ

子
こ

さん

（胎内市）「市松」

て
い
く
の
は
、
心
が
踊
る
よ
う
な
ド
キ
ド

キ
感
と
喜
び
で
あ
ふ
れ
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
楽
し
み
は
、
教
室
で
織
り
を

楽
し
ん
で
い
る
先
輩
の
親
切
と
が
ん
ば
り
、

思
い
や
り
の
あ
る
関
わ
り
、
人
生
の
経
験
者

と
し
て
も
ろ
も
ろ
の
話
を
聞
け
る
こ
と
で

す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

私
も
村
上
に
通
っ
て
織
り
を
楽
し
め
て
い

る
の
で
す
。
芸
術
的
な
感
性
を
高
め
て
く
れ

る
村
上
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

寺
澤　
　

亮
り
ょ
う

さ
ん
（
羽
黒
口
）

美
術
協
会
長
賞

　

富
樫　

雲う
ん

海か
い

さ
ん
（
伊
呉
野
）

奨
励
賞

　

平
山　
　

進
さ
ん
（
瀬
波
温
泉
二
丁
目
）

市
展
賞

書
道
部
門

書
道
部
門

板垣　澄
ちょう

仙
せん

さん

（瀬波上町）

「
送
人
歸
山
︵
人
の
山
に
帰
る
を
送
る
︶」

【
受
賞
者
の
声
】

　

こ
の
た
び
は
、
思
い
も
か
け
ず
市
展
賞

を
い
た
だ
き
、
夢
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
家
族
の
理
解
と
先
生
の
指
導
の
た
ま

も
の
だ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

32
年
前
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
瀬
波

地
区
の
文
化
祭
で
書
道
の
作
品
を
見
て
、

「
書
き
た
い
」
と
い
う
思
い
で
筆
を
と
り
、

今
日
ま
で
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
マ
イ
ペ
ー
ス
で
、
楽
し
み

な
が
ら
書
道
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

本
間　

美
榮
子
さ
ん
（
飯
野
三
丁
目
）

美
術
協
会
長
賞

　

村
山　

美び

舟し
ゅ
うさ

ん
（
岩
船
三
日
市
）

奨
励
賞

　

大
滝　

寿
美
子
さ
ん
（
片
町
）

　

里
山　

美
保
子
さ
ん
（
中
原
）

　

陣
谷　

良
り
ょ
う

舟し
ゅ
うさ

ん
（
岩
船
上
大
町
）

市
展
賞

写
真
部
門

写
真
部
門

【
受
賞
者
の
声
】

　

第
３
回
市
美
術
展
に
お
い
て
栄
誉
あ
る

市
展
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
誠
に
名

誉
な
こ
と
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は
、
今
年
５
月
、
市
内
塩
谷

浜
で
撮
っ
た
も
の
で
す
。
広
角
側
で
風
除

け
の
塀
を
大
き
く
い
れ
、
偶
然
停
ま
っ
た

白
い
車
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
入
れ
ま
し
た
。

　

ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
写
真
仲
間
、
カ
メ

ラ
店
の
ご
主
人
と
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
日
報
美
術
振
興
賞

　

石
黒　
　

孝
さ
ん
（
松
岡
）

美
術
協
会
長
賞

　

山
本　
　
庸

つ
ぐ
の
ぶ

さ
ん
（
山
口
）

奨
励
賞

　

板
垣　

友
里
絵
さ
ん
（
高
根
）

　

貝
沼　

久
仁
夫
さ
ん
（
大
場
沢
）

　

小
杉　

俊
雄
さ
ん
（
上
片
町
）

横井　良
よし

人
と

さん

（片町）

「白い車のある風景」
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■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

　
　
　
　
　
　

ご
存
じ
で
す
か

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
に

委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、地
域
の
皆
さ

ん
の
立
場
に
立
っ
て
、暮
ら
し
を
支
援
す
る
人

で
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、地
区
全
体
の
児
童
福
祉

に
か
か
わ
る
問
題
を
、専
門
的
に
担
当
す
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
。担
当
区
域
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
な
ど
と
協
力
し
、子
ど
も
と

親
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
な
ど
に
対
し

て
、相
談
や
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
は
、12
月
１

日
〜
平
成
25
年
11
月
30
日
の
３
年
間
で
す
。

■
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、地
域
の
皆
さ
ん

の
相
談
役
で
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
、高
齢
者
の
介
護
に

関
す
る
こ
と
、健
康
・
医
療
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、生
活
の
中
で
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容
の
秘
密
を
守
り
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ

り
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
受
け
た
相
談
内

容
の
秘
密
を
守
り
、
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
た
支
援
活
動
を
行
い

ま
す
。

■ 

民
生
委
員
児
童
委
員

　

お
よ
び
主
任
児
童
委
員

　

︵
担
当
区
域
・
氏
名
、住
所
︶※
敬
称
略

【
村
上
地
区
】

羽
黒
町	

中
山　

森
衛（
羽
黒
町
）

鍛
冶
町	

奥
村　

利
雄（
鍛
冶
町
）

若
葉
町	
田
村　

清
一（
若
葉
町
）

中
川
原
団
地
・
希
望
ケ
丘
住
宅
	

山
口　

可（
中
川
原
団
地
）

肴
町	
楠
田　

正（
肴
町
）

大
欠
・
幸
町	

貝
沼　

友
治（
幸
町
）

田
端
町	

山
本　

節
子（
田
端
町
）

山
居
町
一
丁
目

	

小
田　

健
一（
山
居
町
一
丁
目
）

山
居
町
二
丁
目

	

山
田　

マ
ル
子（
山
居
町
二
丁
目
）

南
町
一
丁
目	

寳
保　

幸
子（
南
町
一
丁
目
）

南
町
二
丁
目	

内
山　

忠
男（
南
町
二
丁
目
）

飯
野
桜
ケ
丘
・
飯
野
西

	

藤
井　

准
子（
飯
野
桜
ケ
丘
）

飯
野
一
丁
目	

木
村　

三
男（
飯
野
一
丁
目
）

飯
野
二
丁
目
・
三
丁
目

	

渡
邊　

常
教（
飯
野
二
丁
目
）

長
井
町
・
上
町	

鈴
木　

富
子（
上
町
）

大
町
・
寺
町	

三
國　

和
枝（
大
町
）

小
町
・
加
賀
町	

渡
邉　

尚
登（
加
賀
町
）

庄
内
町	

大
滝　

惠
子（
庄
内
町
）

久
保
多
町	

貝
沼　

栄
次（
久
保
多
町
）

片
町
・
上
片
町	

尾
﨑　

絹
子（
片
町
）

泉
町	

富
樫　

春
帆（
泉
町
）

塩
町	

石
黒　

秀
子（
塩
町
）

大
工
町
・
細
工
町	

佐
藤　

芳
男（
細
工
町
）

安
良
町
・
小
国
町	

成
田　

健
一（
安
良
町
）

羽
黒
口	

佐
藤　

健
治（
羽
黒
口
）

二
之
町	

秋
山　

久
子（
二
之
町
）

三
之
町	

菊
谷　

浩（
三
之
町
）

堀
片	

水
谷　

ト
ヨ（
堀
片
）

新
町	

山
田　

邦
文（
新
町
）

杉
原
・
石
原	

渡
邉　

陽
子（
杉
原
）

山
辺
里	

伊
藤　

正
智（
山
辺
里
）

四
日
市
・
西
興
屋
・
天
神
岡

	

近
藤　

潔（
四
日
市
）

仲
間
町
・
坪
根	

小
野　

長
昭（
坪
根
）

下
相
川
・
日
下
・
下
山
田
・
上
山
田

	

瀬
賀　

忠
行（
下
相
川
）

上
相
川
・
大
関
・
小
谷
・
髙
平

	
佐
藤　

留
吉（
大
関
）

門
前
・
大
栗
田	
木
村　

久
雄（
門
前
）

鋳
物
師
・
袋
・
菅
沼
・
赤
沢

	

川
内　

好（
鋳
物
師
）

岩
船
上
大
町
・
岩
船
横
新
町
・
岩
船
中
新
町

	

津
島　

勝（
岩
船
上
大
町
）

岩
船
上
町	

伴
田　

美
智
子（
岩
船
上
町
）

岩
船
縦
新
町
・
岩
船
新
田
町

	

加
藤　

榮
子（
岩
船
縦
新
町
）

岩
船
上
浜
町
・
岩
船
下
浜
町

	

早
川　

千
代
志（
岩
船
下
浜
町
）

岩
船
岸
見
寺
町
・
岩
船
地
蔵
町
・
岩
船
港
町

	

丸
山　

ナ
ミ
子（
岩
船
岸
見
寺
町
）

岩
船
下
大
町
・
岩
船
北
浜
町
・
岩
船
三
日
市

	

村
山　

一
清（
岩
船
三
日
市
）

八
日
市	

今
井　

美
惠
子（
八
日
市
）

上
の
山	

武
藤　

淳
子（
上
の
山
）

瀬
波
上
町	

伊
與
部　

優（
瀬
波
上
町
）

瀬
波
中
町
・
瀬
波
横
町

	

細
野　

忠
行（
瀬
波
中
町
）

瀬
波
浜
町
・
瀬
波
新
田
町
・
松
波
町

	

塚
田　

進（
瀬
波
浜
町
）

学
校
町	

小
川　

久
男（
学
校
町
）

瀬
波
温
泉
一・二・三
丁
目

	

河
内　

義
次（
瀬
波
温
泉
三
丁
目
）

浜
新
田
・
松
山
・
三
面	

菅
原　

実
雄（
松
山
）

下
渡
・
羽
下
ケ
渕
・
大
平
・
滝
の
前

	

髙
橋　

和
彦（
羽
下
ケ
渕
）

松
原
町
一・四
丁
目

	

磯
部　

喜
美
子（
松
原
町
四
丁
目
）

松
原
町
二・三
丁
目
・
松
原
住
宅

	

齋
藤　

徳
明（
松
原
町
二
丁
目
）

緑
町
一・四
丁
目

	

尾
﨑　

市
郎（
緑
町
一
丁
目
）

緑
町
二・三
丁
目

	

本
保　

正
信（
緑
町
二
丁
目
）

新
し
い
民
生
・
児
童
委
員
、

　
　
　

主
任
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す
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岩
ケ
崎
・
大
月	

長　

茂
樹（
大
月
）

野
潟
・
間
島	

五
十
嵐　

智
恵
子（
間
島
）

柏
尾
・
吉
浦	

佐
藤　

裕
見
子（
柏
尾
）

早
川
・
馬
下	

井
上　

ス
ミ（
馬
下
）

【
荒
川
地
区
】

見
附
・
花
立	

渡
邊　

洋
子（
見
附
）

荒
島
・
春
木
山	
野
田　

尚
道（
荒
島
）

上
鍜
冶
屋
・
下
鍜
冶
屋（
一
部
）・
梨
木

	

山
中　

與
一
郎（
上
鍜
冶
屋
）

下
鍜
冶
屋	

冨
樫　

ア
ヤ
子（
下
鍜
冶
屋
）

切
田
・
堤
下
団
地	

冨
樫　

照
子（
切
田
）

十
文
字
・
野
口
・
坂
町
住
宅

	

小
嶋　

秋
男（
坂
町
）

坂
町（
本
村
）	

武
士
俣　

文
子（
坂
町
）

坂
町（
山
の
口
）	

田
島　

優
子（
坂
町
）

坂
町
駅
前	

河
嶋　

廣
子（
坂
町
）

藤
沢（
学
校
町
を
除
く
）

	

小
島　

千
鶴
子（
藤
沢
）

前
坪
団
地
・
藤
沢（
学
校
町
）

	

信
田　

瑠
美
子（
藤
沢
）

荒
川
松
山	

渡
邊　

芙
紀
子（
大
津
）

羽
ケ
榎
・
田
島	

樋
口　

芳
子（
羽
ケ
榎
）

山
口	

黒
子　

秀
雄（
山
口
）

佐
々
木	

一
ノ
瀬　

睦
子（
佐
々
木
）

名
割
・
中
倉
・
田
屋	

髙
橋　

春
美（
名
割
）

金
屋（
上
）・
馬
場	

遠
山　

節
子（
金
屋
）

金
屋（
中
・
下
）	

遠
山　

イ
ネ（
金
屋
）

大
津（
上
）	

岩
本　

良
空（
大
津
）

大
津（
下
）	

横
野　

惠
一（
大
津
）

鳥
屋	

志
村　

定
男（
鳥
屋
）

長
政
・
中
野	

三
田　

榮
子（
長
政
）

荒
屋
・
両
新	

石
井　

ユ
ミ
子（
荒
屋
）

海
老
江	

小
林　

守
男（
海
老
江
）

【
神
林
地
区
】

松
沢
・
岩
野
沢
・
山
田	

阿
部　

敏
郎（
松
沢
）

飯
岡
・
河
内	

小
田　

佐
敏（
飯
岡
）

桃
川	

佐
藤　

世
紀
男（
桃
川
）

南
大
平
・
指
合	

大
矢　

幸
雄（
南
大
平
）

殿
岡
・
小
出	

板
垣　

秋
榮（
殿
岡
）

有
明	

伊
藤　

正
行（
有
明
）

山
屋
・
上
助
渕	

齋
藤　

レ
エ（
山
屋
）

下
助
渕
・
里
本
庄	

横
山　

一
巳（
下
助
渕
）

七
湊
・
志
田
平	

小
島　

正
人（
七
湊
）

小
岩
内
・
川
部	

髙
野　

善
一（
小
岩
内
）

湯
ノ
沢	

小
池　

ミ
ヨ
子（
平
林
）

葛
籠
山
・
平
林	

高
橋　

敏
郎（
葛
籠
山
）

平
林	

木
村　

和
子（
平
林
）

宿
田	

吉
村　

經
子（
宿
田
）

牛
屋	

石
田　

一
雄（
牛
屋
）

福
田
・
赤
松	

前
島　

寅
男（
福
田
）

北
新
保
・
長
松	

川
崎　

カ
ヨ（
北
新
保
）

塩
谷
４・５・６・７
区

	

田
村　

ト
シ
子（
塩
谷
）

塩
谷
１・２・３
区	

野
澤　

キ
ン
子（
塩
谷
）

塩
谷
８
区	

野
澤　

十
治（
塩
谷
）

南
田
中	
松
井　

あ
き
子（
南
田
中
）

牧
目
・
九
日
市	
河
内　

龍（
牧
目
）

松
喜
和
・
小
口
川
・
新
飯
田

	

東　

百
合
子（
松
喜
和
）

今
宿
・
大
塚
・
潟
端
・
高
御
堂
・
岩
船
駅
前

	

平
山　

勝
美（
大
塚
）

【
朝
日
地
区
】

大
場
沢
・
熊
登	

角
一　

洋
子（
大
場
沢
）

古
渡
路
・
旧
柳
生
戸

	

石
田　

む
つ（
古
渡
路
）

あ
け
ぼ
の	

安
田　

政
之（
あ
け
ぼ
の
）

小
川	

石
栗　

忠
雄（
小
川
）

十
川	

岡
田　

健（
十
川
）

下
新
保	

秦　

志
の
ぶ（
下
新
保
）

笹
平
・
瑞
雲	

小
池　

榮
八（
笹
平
）

小
揚
・
釜
杭	

阿
部　

義
人（
釜
杭
）

岩
崩
・
茎
太
・
千
縄	

田
村　

一
幸（
千
縄
）

中
新
保
・
新
屋	

佐
藤　

ス
ミ
子（
新
屋
）

堀
野
・
石
住
・
上
中
島

	

五
十
嵐　

忠
多
郎（
上
中
島
）

布
部	

佐
藤　

幸
子（
布
部
）

高
根	

遠
山　

實（
高
根
）

北
大
平	

鈴
木　

一
雄（
北
大
平
）

関
口	

園
部　

ハ
ツ（
関
口
）

黒
田	

髙
橋　

か
づ
子（
黒
田
）

中
原	

小
池　

正
雄（
中
原
）

朝
日
中
野
・
薦
川
・
猿
田

	

今
井　

ヒ
サ
子（
朝
日
中
野
）

岩
沢	

大
場　

美
子（
岩
沢
）

宮
ノ
下
・
寺
尾
・
下
中
島	

佐
藤　

栄（
寺
尾
）

上
野
・
鵜
渡
路	

佐
藤　

利
子（
鵜
渡
路
）

猿
沢
・
川
端	

小
池　

泰
元（
猿
沢
）

檜
原	

横
井　

敏
栄（
檜
原
）

板
屋
越	

大
滝　

フ
キ
子（
板
屋
越
）

塩
野
町	

佐
藤　

修（
塩
野
町
）

早
稲
田
・
松
岡	

菅
原　

美
優
子（
早
稲
田
）

小
須
戸
・
荒
沢	

秋
山　

久
兵
衛（
小
須
戸
）

大
須
戸	

中
山　

安
子（
大
須
戸
）

蒲
萄	

廣
瀬　

和
憲（
蒲
萄
）

【
山
北
地
区
】

府
屋
学
校
町
・
岩
崎	

鈴
木　

宗
洋（
府
屋
）

府
屋
本
町
・
浜
町	

冨
樫　

幸
生（
府
屋
）

府
屋
駅
前
通	

小
田　

百
枝（
府
屋
）

中
浜
・
伊
呉
野	

青
木　

優
子（
中
浜
）

堀
ノ
内
・
大
谷
沢

	

大
滝　

ミ
チ
子（
堀
ノ
内
）

温
出
・
塔
下	

富
樫　

忠
良（
温
出
）

杉
平
・
遅
郷
・
岩
石	

平
方　

喜
和
子（
岩
石
）

荒
川
口
・
朴
平	
小
田　

富
子（
荒
川
口
）

小
俣	
田
宮　

愼
子（
小
俣
）

雷
・
大
代	
大
滝　

洋
子（
雷
）

中
継	
板
垣　

赫
子（
中
継
）

山
熊
田	

大
滝　

ト
メ
子（
山
熊
田
）

大
沢
・
大
毎	

加
藤　

陽
子（
大
毎
）

大
毎	

渡
辺　

道
子（
大
毎
）

北
中
・
中
津
原	

大
滝　

春
子（
北
中
）

北
黒
川
・
荒
川	

渡
辺　

照
美（
北
黒
川
）

寝
屋
・
鵜
泊
・
碁
石	

富
樫　

昌
平（
寝
屋
）

勝
木
・
間
瀬	

齋
藤　

光
彌（
勝
木
）

板
屋
沢
・
垣
之
内
・
長
坂
・
遠
矢
崎
・
下
大
蔵
・

立
島

	

五
十
嵐　

一
幸（
板
屋
沢
）

北
赤
谷
・
下
大
鳥
・
北
田
中
・
上
大
鳥

	

板
垣　

曙（
北
赤
谷
）

浜
新
保
・
桑
川
・
笹
川

	

本
間　

き
よ
み（
桑
川
）

今
川
・
板
貝	

中
島　

秀
雄（
今
川
）

脇
川	

渡
辺　

幸
子（
脇
川
）

寒
川
・
芦
谷	

齋
藤　

重
太
郎（
寒
川
）

寒
川	

大
滝　

冨
生（
寒
川
）

越
沢	

齋
藤　

和
惠（
越
沢
）

【
主
任
児
童
委
員
】

村
上
小
学
校
区	

大
滝　

美
世
子（
上
片
町
）

岩
船
小
学
校
区

	

佐
藤　

八
重
子（
岩
船
下
大
町
）

山
辺
里
・
門
前
谷
小
学
校
区

	

稲
葉　

眞
知
子（
山
辺
里
）

瀬
波
小
学
校
区	

石
井　

秀
逸（
瀬
波
上
町
）

上
海
府
小
学
校
区	

相
馬　

和
子（
吉
浦
）

荒
川
全
地
区	

塚
野　

秀
孝（
金
屋
）

荒
川
全
地
区	

小
川　

惠
子（
下
鍜
冶
屋
）

神
林
全
地
区	

佐
藤　

宏
文（
有
明
）

神
林
全
地
区	

遠
山　

千
賀
子（
宿
田
）

朝
日
全
地
区	

髙
橋　

高
志（
古
渡
路
）

朝
日
全
地
区	

本
間　

陽
太
郎（
熊
登
）

山
北
全
地
区	

貝
沼　

友
恭（
寒
川
）

山
北
全
地
区	

佐
藤　

貞
榮（
長
坂
）
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今
年
も
降
雪
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
通
勤
や
通
学
な
ど
に
影

響
が
及
ば
な
い
よ
う
、
円
滑
か
つ
迅
速
な
除
雪

作
業
を
行
い
ま
す
。

　

し
か
し
、降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、除
雪
作
業

に
多
少
遅
れ
が
で
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

除
雪
作
業
の
安
全
と
効
率
化
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【除雪基準】
⑴雪の降り始めの出動基準は、おおむね10㎝の降雪量を目安として、除雪作業を実施します。

　�積雪後は、道路交通状況の把握に努め、風によって生ずる吹きだまりや、降雪による交通障害の有無を的

確にとらえ、作業にあたります。

⑵�歩道除雪の出動基準は、歩道上の積雪が20㎝を上回っている場合を標準とし、必要なときに除雪を行いま

す。

円滑な除雪作業を行うため、市民の皆さんへのお願い
⑴ご意見やご要望は区長・総代を通じて

　�　除雪に対するご意見やご要望は必ず区長・総代を通して申し出てください。市からの回答もすべて区

長・総代へ連絡します。

⑵除雪の手直しは各自で

　�　除雪作業の際は、各戸の玄関、車庫などの出入口が雪でふさがることがありま

すが、ご面倒でも各自で通路の手直しをお願いします。なお、出入口に雪が入ら

ないように板、角材などで防護の処置をしていただいてもかまいません。

⑶除雪車の妨げになるものは片付けて

　�　道路にはみ出した枝や植木、のぼり旗や看板、乗入口の鉄板などは除雪作業の

妨げとなりますので、事前に撤去してください。（通常これらを道路敷に設置する

場合、道路管理者の許可が必要となります。）

⑷除雪車には注意を

　�　除雪作業は吹雪・降雪の中の作業が多く、見通しが悪く危険ですので、機械に

近づかないようにお願いします。自動車などを運転される皆さんは、除雪車に道

を譲ってください。

円滑な除雪作業のためにご協力を!

各
家
庭

区
長
・
総
代

ご意見・ご要望

回　答

市

ご意見・ご要望

回　答
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●問い合わせ

地区 担　当 電話番号
村上 本庁　建設課　維持管理係 ☎53－2111　内線516～518
荒川 荒川支所　建設水道課　維持管理係 ☎62－3101　内線231・232
神林 神林支所　建設課　維持管理係 ☎66－6111　内線221
朝日 朝日支所　建設水道課　維持管理係 ☎72－6884　内線162
山北 山北支所　建設水道課　維持管理係 ☎77－3116　内線333

国道・県道などの除雪について

公　道　名 施設管理者 電話番号

国道７号
国土交通省北陸地方整備局羽越河川国道事務所村上維持出張所 ☎0254－53－2942
国土交通省北陸地方整備局新潟国道事務所新発田維持出張所 ☎0254－26－0337

国道113号 国土交通省北陸地方整備局新潟国道事務所新発田維持出張所 ☎0254－26－0337

その他の国・県道
新潟県村上地域振興局地域整備部維持管理課 ☎0254－52－7959
新潟県新発田地域振興局地域整備部維持管理課 ☎0254－22－5114

⑸路上駐車は絶対にしないでください

　�　除雪作業は、夜間や早朝のうちに行う場合が多いので、道路上や待避

所内の駐車、物件の放置などがある場合は、除雪作業ができなくなり、

多くの人にご迷惑となります。絶対にこのようなことがないようにお願

いします。

⑹危険箇所は目印を

　�　除雪道路沿いの塀、垣根、工作物などは、雪の下になると分からない

ため、除雪車が誤って壊すことがありますので、あらかじめ竹の先に赤

布をつけるなど、目印をしておいてください。

⑺道路に雪捨てはやめましょう

　�　道路は人や車が通る場所です。交通事故の原因となりますので、絶対に雪

を道路に捨てないでください。新潟県道路交通法施行細則13条１項で道路に

雪を捨てることは禁止されています。

⑻消雪パイプの節水・節電に協力を

　�　消雪パイプの散水時間は、地下水の減少による地盤沈下の防止と電力消費

の節減を図るため、午後２時～３時までと午後４時～５時までの計２時間は

降雪があっても散水できません。

　　貴重な資源を守るため、ご理解をお願いします。

⑼雪置き場に協力を

　�　年々宅地化が進み、雪の置き場所がなくなっています。せっかく除雪車が出動しても、雪の置き場がな

いと目標の時間に除雪が終わりません。地区で協力し、雪の置き場所の確保をお願いします。

◎公共の雪捨て場（12月1�日〜 3月31日）

［荒川地区］

［村上地区］

◎駐車禁止のお知らせ（1月1日〜2月28日）
　　�冬期間、下記の道路（斜線部分）が駐車禁止とな
ります

●�雪捨て場設置箇所
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　市では、産業を振興し、雇用の増大を図るため、市内に工場や事務所を設置した企業に奨励措置を行って

います。

　平成23年１月１日から、その要件を緩和し、企業の設備投資の促進と雇用の増大を図ります。

◇対象となる企業の範囲の見直し

　　改正後は、次の業種が対象となります。

　　�製造業（大分類Ｅ）、情報通信業（大分類Ｇ）、運輸業（大分類Ｈのうち）、卸売業（大分類Ｉのうち）、

学術研究（大分類Ｌのうち）、宿泊業（大分類Ｍのうち）、教育・学習支援業（大分類Ｏ）

　　※分類は日本標準産業分類に基づきます

　　※条例は、平成23年１月１日から施行します

　　※旧山北町の山北町企業振興条例の規定に基づく企業指定は廃止され、要件が市内で統一されます

●問い合わせ　商工観光課企業対策係　　☎53－2111（内線354）

改正の概要

◇奨励措置対象要件の緩和

改正前

投下資本額

【工場】

　新設� 10,000万円

　増設� 5,000万円

　移設� 5,000万円

【事務所】

　新設� 5,000万円

　増設� 3,000万円

　移設� 3,000万円

改正後

　新設　　5,000万円

　増設　　3,000万円

　移設　　3,000万円

◇用地取得助成金の要件緩和

改正前

取得面積 10,000㎡

雇用人員 50人

改正後

5,000㎡

25人

◇新規雇用促進奨励金の要件緩和

改正前

地　域

一部特定地域に立地

した場合に限定

（新設、移設のみ）

奨励金 １人当たり５万円

改正後

市内全域

（新設、増設、移設）

１人当たり10万円

企業設置奨励条例の
要件が緩和されます

　※新設、増設、移設の新規雇用者数に変更はありません
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工業統計調査に
ご協力を

事業所
従業者数

（人）

製造品出荷額等

（万円）

平成16年 194 4,465 6,694,543

17年 192 4,604 6,772,277

18年 181 4,767 7,082,959

19年 191 4,871 7,372,075

20年 194 4,856 8,313,657

21年 178 4,590 7,196,072

※�平成16～19年のデータは旧５市町村分を合計した

もので、平成21年の結果は速報値です

　経済産業省では、平成22年工業統計調査を12月31日現在で実施します。

　この調査は、製造業を営む事業所を対象にその活動状態を明らかすることを目的として行わ

れます。

　調査の結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基礎資料、企業、大学などでの研究資

料、小・中学校、高等学校の教材などに広く利用されています。

　調査をお願いする製造事業所の皆さんには、12月中旬から来年１月にかけて、県知事から任

命された調査員がお伺いしますので、年末年始のお忙しい時期ですが、調査にご協力くださる

ようお願いします。

　なお、記入した調査票の内容は、統計法に基づき厳格に保護されますので、数値などの正確

なご記入をお願いします。

工業統計調査の
キャラクター
コウちゃん

●問い合わせ　情報政策課統計係　☎53－2111（内線501）

［参考］経済産業省のホームページ　　http://www.meti.go.jp/statistics/

これまでの工業統計調査結果
～従業者数４人以上の事業所～

0
500
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3500
4000
4500
5000

0
90
180
270
360
450
540
630
720
810
9005,000

4,500
4,000
3,500
3,000
2,500
2,000
1,500
1,000
500
0

900億円
800
700
600
500
400
300
200
100
0

平成16年

669 677 708 737
831

719
4,465 4,604 4,767

4,590
4,856

4,871

191 194 178194 192 181

事業所 従業者数（人） 製造品出荷額等（億円）
平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年

人



2010.12.1　　14

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

予算額
執行額9億

6,676万円

4億
8,305万円

8億
4,178万円

2億
1,426万円

4億
2,395万円

479万円

10億
9,433万円

1億
4,089万円

　今年の４月から９月までに、国からの補助金や
市税などの市に入ったお金（歳入）と、保育園の
運営経費や道路建設などに支払った金額（歳出）
がどのくらいあったのか、上半期の市の財政事情
をお知らせします。
　歳入の市債、国庫支出金、県支出金の収入額が
少ないのは、対象事業の終了後の収入となるた
め、おおむね下半期の収入となります。９月時点
で歳出に比べて歳入が不足している会計は、会計
間で資金をやりくりして、借り入れに頼らない運
営を行っています。

お知らせします

村上市の財政状況
平成22年度上半期（平成22年４月〜９月）予算執行状況

一般会計の執行状況

上水道事業会計の執行状況

会　計　名 予算額 収入額 支出額

土地取得 43万円 0円 0円

情報通信事業 1億4,364万円 2,684万円 4,887万円

みどりの里 2億3,889万円 9,587万円 1億300万円

蒲萄スキー場 3,388万円 68万円 458万円

あらかわゴルフ場 5,755万円 2,224万円 2,636万円

国民健康保険 73億1,290万円 24億1,221万円 31億5,100万円

国民健康保険診療所 1,990万円 398万円 781万円

後期高齢者医療 6億3,231万円 2億408万円 2億2,106万円

老人保健 596万円 346万円 45万円

介護保険 63億3,867万円 30億2,753万円 26億9,715万円

介護サービス事業 7,209万円 2,885万円 2,425万円

下水道事業 53億9,300万円 10億4,108万円 19億2,763万円

集落排水事業 12億6,800万円 3億856万円 4億5,871万円

簡易水道事業 6億5,800万円 1億2,356万円 2億457万円

※�特別会計とは

　�　特定の事業を行う場合には、その事業で得られる

収入を主な財源として、事業に係る経費を支出する

ため、一般会計とは別に収支を管理する会計です。

　�　市では、平成22年度は14の特別会計を設置して経

理を行っています

0
100000
200000
300000
400000
500000
600000
700000
800000

0
150000
300000
450000
600000
750000
900000
1050000
1200000

地方交付税 市税 市債 国庫支出金 県支出金 その他

116億
1,500万円

67億
3,768万円

32億
4,310万円 24億

6,239万円 16億
1,516万円

51億
4,967万円

90億
5,286万円

41億
409万円

190万円
9億

2,167万円
2億

9,283万円

23億
9,284万円

民生費 公債費 土木費 教育費 総務費 その他

78億
5,146万円

45億
6,163万円 42億

612万円
35億

6,801万円

23億
5,691万円

82億
7,887万円

32億
1,677万円

22億
3,183万円 16億

7,478万円 10億
9,544万円

10億
7,647万円

41億
4,693万円

予算額

歳　出
予算額　　308億2,300万円
支出額　　134億4,222万円

（執行率43.6％）

歳　入
予算額　　308億2,300万円
収入額　　167億6,619万円

（執行率54.4％）

予算額
収入額 支出額

※�上水道事業会計は、公営企業法に基づく会計基準を用

いているため、一般会計などとは予算計上の方法が異

なります

市税の状況特別会計の執行状況
税　　目 予　算　額 収　入　額

市 民 税 24億245万円 12億4,637万円

固 定 資 産 税 35億8,455万円 23億6,568万円

軽 自 動 車 税 1億5,790万円 1億5,286万円

市 た ば こ 税 3億5,708万円 1億8,255万円

特別土地保有税 0.1万円 34万円

入 湯 税 6,816万円 3,423万円

都 市 計 画 税 1億6,754万円 1億2,206万円

市 税 合 計 67億3,768万円 41億409万円

●問い合わせ　財政課財務係

　　　　　　　☎53－2111（内線323、324）
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みんなで築こう　人権の世紀

12月４日～ 10日は人権週間
～考えよう相手の気持ち　育てよう思いやりの心～

　国際連合は昭和23年に世界人権宣言が採択されたのを記念し、12月10日を「人権デー」と定め、すべての

加盟国に人権思想啓発のための取り組みの実施を呼びかけています。

　毎年12月４日からの１週間を「人権週間」と定め、法務省と全国人権擁護委員連合会では全国的に啓発活

動を行っています。

12月10日㈮～ 16日㈭は

北朝鮮人権侵害問題啓発週間

　平成18年６月に「拉致問題その他北朝鮮当局に

よる人権侵害問題への対処に関する法律」が施行さ

れ、国民の間に広く拉致問題、その他北朝鮮当局に

よる人権侵害問題についての関心と認識を深める

ことを目的として、北朝鮮人権侵害問題啓発週間が

定められました。

人権啓発展を開催します

と　き　12月11日㈯～13日㈪

ところ　村上プラザ（１階　広場）

内　容　�村上市内と岩船郡内の小学校で実施した

人権の花運動の紹介、小学生人権標語コン

テスト入選作品の紹介、人権擁護委員の活

動紹介パネル展、啓発グッズの配布など

主　催　村上人権擁護委員協議会、

　　　　新潟地方法務局村上支局

問い合わせ　新潟地方法務局村上支局

　　　　　　☎53－2390

　人権意識の普及、高揚を図ることを目的として県内各地の小学校を回る「人権啓発キャラバン隊」が

10月４日㈪に朝日みどり小学校を訪問しました。

　今回の訪問は、新潟県民の優しい心、正しい心、思いやる心をはぐくんできた「人権ハート」が、い

じめや差別などで調和が取れずに壊れ、県内の小学校に飛び散り、それを元に戻すため「人権ハート回

収大作戦」が実施され、人権啓発号「にじまる」に乗り込んだキャラバン隊が回収するというストーリー

で来校したものです。

　小学校の児童からはハートのかけらをはめ込んでもらい、そのお礼として学校に人権の樹（コブシの

苗木）が植えられ、子どもたちには啓発物品がプレゼントされました。

人権啓発キャラバン隊が朝日みどり小学校を訪問！

朝
日
み
ど
り
小
学
校
の

ハ
ー
ト
の
か
け
ら
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村上市立中学校キャリア・スタート・ウイーク事業の紹介
　市では「郷

きょう

育
いく

のまち・村上」を目指し、中学校でのキャリア教育の中心的活動として、平成20年度から職

場体験を実施しています。

　職場体験は子どもたちにとって、社会の規律やマナーを学び、豊かな感性や創造性を自ら高め、自分なり

の生き方を見いだすよい機会となっています。

　今回は、８月18～20日に行った荒川中学校２年生の体験を紹介します。

岩船港鮮魚センター（瀬波温泉三丁目）

荒川球場（梨木）を整備して

花のひらの（肴町）

パティスリーマルヤ（金屋）

【生徒の感想】

　仕事をしている人の大変さが分かりました。

　将来に備えて、授業や部活動で体力や精神力を鍛えて

いきたいと思いました。

　将来、自分がどんな仕事に就いても弱音をはかずに頑

張っていきたいです。

【事業所から】

　１日に１人ずつだと、じっくり仕事ができてよいので、

それも検討してもらいたいです。

【生徒の感想】

　思っていた以上に立ち仕事が多く、足腰が疲れました。

それでもお店の人は、明るい笑顔でてきぱきと働いてい

て、すごいと思いました。生き物が相手だと細かい気遣

いが必要なのだと思いました。

【事業所から】

　とても素直で、仕事もきちんとこなしてくれる子ども

たちでした。

【生徒の感想】

　この仕事は本当に忍耐力が必要だと思いました。

　人目につかないところで頑張っている人がいるおかげ

で、利用する人が気持ちよく利用できることが分かりま

した。

【事業所から】

　スポーツマンらしく、きびきびとした行動で好感が持

てました。

【生徒の感想】

　駐車場のゴミ拾い、魚のうろこ取り、岩ガキの殻割り

などをしました。岩ガキの殻割りは、特殊な道具を使っ

て行う作業なので、慣れるまで大変でした。立ち仕事な

のでとても疲れました。でも、よい思い出になりました。

【事業所から】

　苦労している様子でしたが、最後まできちんとやり遂

げ、忍耐力のある子どもたちでした。
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日本海コンピュータシステム（坂町）

笹川流れ潮鳴亭（桑川）

フレッシュベーカリー　 ラ・パン（藤沢）

【生徒の感想】

　お客さんへ細かい気遣いをしていてすごいと思いまし

た。

　普段、何気なく食べているパンだったけれど、こんな

にも大変な思いをするんだということが分かりました。

【事業所から】

　実際の職場での仕事を体験できるのですから、生徒さ

んは、大変よい勉強になると思います。

【生徒の感想】

　本当に細かいところまで掃除をしていて驚きました。

お客様に喜んでもらうためにはここまでするんだなあと

感心しました。

【事業所から】

　どのお子さんもとてもまじめで、よく頑張っていまし

た。１日目に教えたことを、２日目、３日目と進んで仕

事をしていました。

【生徒の感想】

　はじめは緊張してしまい、事業所の人とうまく話をす

ることができませんでした。

　ものすごく集中力が必要で、長時間黙々と仕事をして

いる皆さんはすごいなあと思いました。

【事業所から】

　コミュニケーション能力の重要性が、生徒に伝わって

いれば有意義な体験となったと思います。

　職場体験は、中学生自らが勤労体験をするとともに、各職場で真剣に働く大人の姿にふれ、将来や進

路に対する夢や憧れを胸に抱くとともに、自分の進路や生きかたを真剣に考えるための大切な機会であ

ると考えています。

　平成23年度も職場体験学習を実施する予定です。将来の夢に挑戦する中学生への励ましや支援として、

中学生の職場体験を受け入れてくださるようご協力をお願いします。

　なお、企業や事業所への募集は３月ころの予定です。それまでの間、各社でご検討をお願いします。

●問い合わせ

　村上市キャリア・スタート・ウィーク実行委員会（教育委員会　学校教育課内）

　☎72－6882　FAX72－6403

子どもたちに職場体験の機会を提供してくださる
企業や事業所を募集しています
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神　林　地　区 朝　日　地　区 山　北　地　区

上水道 簡易水道 上水道 簡易水道 簡易水道

神納地区 河内地区 岩沢給水系 高根地区 桑川地区 雷地区

0 0 0 0 0 0
検出しない 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない

0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001 0.001未満 0.002 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.005
0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

1.9 0.3 1.3 0.4 0.4 0.2
0.08未満 0.08未満 0.08未満 0.08未満 0.08未満 0.08未満

0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

0.01 0.02 0.01 0.02 0.01未満 0.01未満

0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03未満 0.03
0.02 0.02 0.01未満 0.03 0.01未満 0.01
13 9.8 7.2 6.6 13 7.3�

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

56 16 62 16 25 10
0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

0.2未満 0.9 0.2未満 0.5 0.2未満 0.2未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

0.001未満 0.007 0.001未満 0.010� 0.001未満 0.001未満

0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.005 0.004未満 0.004未満

0.001未満 0.003 0.002 0.002 0.001 0.002
0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

0.06未満 0.10� 0.14 0.09 0.10� 0.07
0.001未満 0.016 0.004 0.019 0.002 0.003
0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

0.001未満 0.006 0.002 0.007 0.001未満 0.001未満

0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001 0.001
0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満

15 12 7.2 7.1� 17 10
120 52 90 42 70 30
7.0� 6.7 7.2� 6.9 6.9 6.9

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

1未満 2 1未満 1未満 1未満 1未満

0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

○事業区分

上水道事業 給水人口が5,000人を超えるもの

簡易水道事業 給水人口が100人を超え、5,000人以下のもの

飲料水供給施設 給水人口が100人以下のもの

そのほか、以下の地区で水質検査
を行っています

地区 区分 検査地区

村
上

上水道

山居山配水池
給水系

愛宕山・愛宕山
PC・八幡山配水

池給水系

簡易水道
上海府・
瀬波地区

飲料水供
給施設

大栗田地区

上山田地区

荒
川 上水道

貝附地区

長政地区

神
林

上水道 平林地区

簡易水道
南大平・
指合地区

朝
日

上水道
猿沢給水系

早稲田給水系

簡易水道

千縄・茎太地区

薦川地区

蒲萄地区

小揚地区

山
北

簡易水道

府屋地区

今川地区

寒川地区

八幡地区

中津原地区

北中地区

大沢地区

大毎地区

大代地区

小俣地区

中継地区

山熊田地区

朴平地区

荒川地区

飲料水供給施設 板貝地区

〜上水道・簡易水道・飲料水供給施設の
水質検査結果〜

●問い合わせ　水道局工務係�☎66－6111（内線232、235）
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分類 検　　査　　項　　目 水　質　基　準

村　上　地　区 荒　川　地　区

上水道 簡易水道 上水道

浦田山配水池
給水系

山辺里中地区
給水系 切田地区 海老江地区

微生物
一般細菌 １m㍑中100以下 0 0 0 0
大腸菌 検出されないこと 検出しない 検出しない 検出しない 検出しない

重
金
属

カドミウムおよびその化合物 0.003㎎/㍑以下 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

水銀およびその化合物 0.0005㎎/㍑以下 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満

セレンおよびその化合物 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

鉛およびその化合物 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.003 0.001未満 0.002
ヒ素およびその化合物 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

六価クロム化合物 0.05㎎/㍑以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

無
機
物
質

硝酸態窒素および亜硝酸態窒素 10㎎/㍑以下 1.0� 0.6 0.8 1.1
フッ素およびその化合物 0.8㎎/㍑以下 0.08未満 0.08未満 0.08未満 0.08未満

ホウ素およびその化合物 1.0㎎/㍑以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

亜鉛およびその化合物 1.0㎎/㍑以下 0.01未満 0.03 0.01未満 0.01未満

アルミニウムおよびその化合物 0.2㎎/㍑以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

鉄およびその化合物 0.3㎎/㍑以下 0.03未満 0.03未満 0.04 0.03未満

銅およびその化合物 1.0㎎/㍑以下 0.03 0.03 0.02 0.03
ナトリウムおよびその化合物 200㎎/㍑以下 8.2 7.5 7.5 8.2�
マンガンおよびその化合物 0.05㎎/㍑以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

カルシウム、マグネシウムなど（硬度） 300㎎/㍑以下 28 27 28 28

有
機
物
質

四塩化炭素 0.002㎎/㍑以下 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

1,4－ジオキサン 0.05㎎/㍑以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

シスおよびトランス－1,2－ジクロロエチレン 0.04㎎/㍑以下 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

ジクロロメタン 0.02㎎/㍑以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

テトラクロロエチレン 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

トリクロロエチレン 0.03㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

ベンゼン 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

陰イオン界面活性剤 0.2㎎/㍑以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

ジェオスミン 0.00001㎎/㍑以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

2－メチルイソボルネオール 0.00001㎎/㍑以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満

非イオン界面活性剤 0.02㎎/㍑以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

フェノール類 0.005㎎/㍑以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満

有機物（TOC） 3㎎/㍑以下 0.2未満 0.2未満 0.2未満 0.2未満

消
毒
副
生
成
物

シアン化物イオンおよび塩化シアン 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

クロロ酢酸 0.02㎎/㍑以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 0.002未満

クロロホルム 0.06㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

ジクロロ酢酸 0.04㎎/㍑以下 0.004未満 0.004未満 0.004未満 0.004未満

ジブロモクロロメタン 0.1㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

臭素酸 0.01㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

塩素酸 0.6㎎/㍑以下 0.06未満 0.06未満 0.06未満 0.06未満

総トリハロメタン 0.1㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

トリクロロ酢酸 0.2㎎/㍑以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満 0.02未満

ブロモジクロロメタン 0.03㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

ブロモホルム 0.09㎎/㍑以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満 0.001未満

ホルムアルデヒド 0.08㎎/㍑以下 0.008未満 0.008未満 0.008未満 0.008未満

そ
の
他

塩化物イオン 200㎎/㍑以下 11 8.4 10 12
蒸発残留物 500㎎/㍑以下 69 65 72 68
ＰＨ値 5.8～8.6 6.6 6.5 6.9 6.5
味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 5度以下 1未満 1未満 1未満 1未満

濁度 2度以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

　市では、「いつでもどこでも安全でおいしい水」を皆さんにお届けするため、８、９月に定期的に水質検査を行っ

ており、実施した50項目の水質検査で、すべての基準に適合していました。

　この結果の詳細をお知らせします。なお、すべての地区の検査結果は、水道局（神林支所）、または各支所の上下

水道係窓口で閲覧できます。

安全です。村上市の水道水
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「
大
切
な
宝
物
」

門
前
谷
小
学
校
６
年　

佐
藤　

莉り

子こ

　

門
前
谷
小
学
校
（
齋
藤
多
美
子
校
長
・
児
童
44
人
）
の
閉

校
記
念
式
典
が
10
月
31
日
㈰
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、
卒

業
生
や
地
域
住
民
、
旧
職
員
な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
。
平

成
23
年
３
月
31
日
で
同
校
は
、地
域
と
共
に
築
い
た
１
３
６

年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
す
。

　

午
前
10
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、鈴
木
信
雄
教
育
委

員
長
に
よ
る
式
辞
、
市
長
や
来
賓
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
校

長
か
ら
は「
門
前
谷
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
自
信
と
誇
り

を
も
っ
て
、
は
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」
と
児
童
に
思
い
を
伝

え
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、児
童
に
よ
る
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の

学
校
の
歴
史
を
劇
で
再
現
し
た
「
門
前
谷
小
学
校
物
語
」
や

合
唱
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
記
念
碑
の
除
幕
式
、

「
思
い
出
を
語
る
会
」が
行
わ
れ
、出
席
者
は
同
校
へ
の
思
い

出
を
語
り
合
い
、別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

記念碑の除幕式。記念碑には、齋藤校長

の言葉「みんなの学校いつまでも」が刻

まれている

当時の服装を着て披露した児童による

劇「門前谷小学校物語」

受受け継がれる門小だましい

　

10
月
31
日
、
い
よ
い
よ
門
前
谷
小
学
校
の
閉
校
記
念
式
典
当
日
を
む
か
え
ま
し

た
。わ
た
し
は
、朝
か
ら
な
ん
と
も
い
え
な
い
き
ん
張
感
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

学
校
に
着
い
て
最
初
の
仕
事
は
、学
校
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
お
客
様
を
案
内
す
る

係
で
す
。
き
ち
ん
と
案
内
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
が
、「
お
ち
つ
い
て
や
れ

ば
、き
っ
と
大
丈
夫
。」と
、自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
が
ん
ば
り
ま
し
た
。大
勢
の
お
客

様
が
次
か
ら
次
へ
と
や
っ
て
き
ま
し
た
。
元
気
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
し
、
体
育
館
の

方
へ
案
内
し
ま
し
た
。
友
達
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
心
を
こ
め
て
案
内
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

時
間
は
、ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
い
き
、式
典
が
終
わ
り
、い
よ
い
よ
児
童
発
表
の
時
間

に
な
り
ま
し
た
。「
門
前
谷
小
学
校
物
語
」
と
い
う
全
校
劇
の
発
表
で
す
。
門
小
の

１
３
６
年
間
の
歴
史
や
、当
時
の
様
子
を
寸
劇
に
し
ま
し
た
。５
つ
の
話
の
う
ち
、私

の
班
は
２
番
目
で
す
。
最
初
に
わ
た
し
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。
心
臓

が
ド
キ
ド
キ
し
て
ば
く
発
し
そ
う
で
し
た
。
し
か
し
、
ゆ
っ
く
り
大
き
な
声
で
発
表

で
き
ま
し
た
。
終
わ
っ
た
あ
と
、今
度
は
先
生
役
で
登
場
で
す
。当
時
、学
校
に
勤
め

て
い
た
「
島
崎
フ
ミ
」
先
生
の
役
で
す
。
着
物
と
は
か
ま
、
メ
ガ
ネ
を
身
に
つ
け
、
ス

テ
ー
ジ
に
上
が
り
ま
し
た
。役
に
な
り
き
っ
て
演
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、エ
ン
デ
ィ
ン
グ
、全
校
合
唱「
旅
立
ち
の
日
に
」で
す
。全
校
児
童
44
人
の

心
を
一
つ
に
し
て
、精
い
っ
ぱ
い
歌
い
ま
し
た
。歌
い
終
え
る
と
、体
育
館
全
体
が
た

く
さ
ん
の
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
と
て
も
う
れ
し
い
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。心
の
中
で「
終
わ
っ
た
ー
」と
思
い
、お
も
わ
ず
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

　

門
前
谷
小
学
校
が
閉
校
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
と
て
も
さ
び
し
い
で
す
が
、

こ
こ
で
学
ん
だ
６
年
間
の
毎
日
を
い
か
し
な
が
ら
、こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。
門
小
で
の
思
い
出
は
、わ
た
し
に
と
っ
て
、宝
物
な
の
で
、い
つ
ま

で
も
大
切
に
し
ま
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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お役立ち　

くらしの情報⑬
インターネットの
　　ワンクリック請求にご注意！

新潟県消費生活センターホームページ　相談事例№13より

相談事例

①�　携帯電話から、無料のゲームサイトにアクセスした。トッ

プページに広告が貼り付けてあり、クリックしたら別なサ

イトに飛び、年齢が18歳以上か確認する画面が表示された

のでよくわからずに「はい」という項目をクリックしたと

ころ、アダルトサイトに「登録」となってしまった。３日

以内に高額な登録料を支払うように、とあるが、アダルト

サイトに接続になったとは思わなかったし、登録するつも

りもなかった。支払いがなければ、住所や名前などを調査

し、取り立てに行く等の記載もある。支払わなければなら

ないか。

②�　パソコンから「完全無料」というアダルトサイトに接続。「サンプル画像」という項目をクリック

したら、急にダウンロードが始まり、「登録ありがとうございました。料金を支払ってください」と

いう表示になり、びっくりした。「問い合わせはこちら」という項目があるが、連絡をした方がいい

だろうか。また、パソコンを起動させるたびに支払い請求の画面が表示される。どうしたらよいか。

　近年、携帯電話やパソコンからインターネットで、さまざまな情報提供サービスが利用できるようになり

ました。

　サイト上の広告や無料という表示を見てアクセスしたり、クリックしたりすると突然登録画面となり、「登

録ありがとうございました」などと表示され料金を請求される、という手口を「ワンクリック請求」、「不当

請求」といいます。その手口は多様化、巧妙化していますので、安易に信頼できないサイトへアクセスしな

いなどの注意が必要です。

　上記の事例は、「有料のサービス申し込み」とは知らないでクリックしただけなので、消費者には契約の

申し込みの意思はなく、契約は不成立です。

　また、情報提供業者は、契約成立の前に「サービス内容」や「料金」など消費者にわかるように表示をし、

この内容の契約に申し込むかどうか消費者に確認をとる画面を設けなければなりません。この画面がないま

ま「登録」になったとしても、契約は無効の主張が可能です。支払いをせず、今後一切無視をしましょう。

　携帯の個体識別番号や、ＩＰ番号などが画面に表示されてもそれによって住所や氏名などの個人情報が伝

わるわけではなく、調査することもできません。こちらから連絡したり、返信したりするとさらにメールや

請求が来るようになるので、相手に連絡することは控えましょう。

　また、パソコン上に請求画面の表示が出て消えない場合は、システムの復元が必要です。手順について、

ホームページ上で紹介しているところがありますので参考にするか、プロバイダーやパソコンのメーカーに

相談してみましょう。

〈参考〉　パソコンの復旧方法：独立行政法人情報処理推進機構　http://www.ipa.go.jp/security/restore/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��　☎03－5978－7509

●「おかしいなあ」、「困った！」と思ったときは下記までご相談ください。

村上市消費生活センター　☎53－2111（内線287）、FAX52－1884
荒川支所市民生活課　☎62－3101（内線115） 朝日支所市民生活課　☎72－6885
神林支所市民生活課　☎66－6111（有線5022） 山北支所市民生活課　☎77－3112
消費者ホットライン（土・日曜日）☎0570－064－370　※PHS、IP電話などからは利用できません

アドバイス

請求
します！
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10
月
16
日
㈯
の
お
昼
時
、
村
上
地
区
公
民

館
で
は
食
欲
を
く
す
ぐ
る
香
り
と
に
ぎ
や
か

さ
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
お
い
し
そ
う
な

香
り
の
も
と
は
、
村
上
生
活
学
校
が
行
っ
て

い
る「
男
性
い
き
い
き
料
理
教
室
」で
調
理
中

の「
鮭
の
大
和
む
し
」の
香
り
。

　

こ
の
教
室
は
「
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る

た
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
男
性
に

も
調
理
を
覚
え
て
も
ら
い
た
い
」
と
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
調
理
し
て
い
る
の
は
60
歳

以
上
の
男
性
と
、
そ
れ
を
指
導
す
る
村
上
生

活
学
校
の
女
性
会
員
で
す
。

　

毎
回
参
加
し
て
い
る
と
い
う
井
上
駒
三
郎

さ
ん
（
緑
町
二
丁
目
）
は
「
妻
と
２
人
暮
ら
し

な
の
で
、妻
の
体
調
が
悪
い
と
き
に
は
、私
が

料
理
し
な
い
と
ね
」
と
一
生
懸
命
に
学
ん
で

い
ま
し
た
。

さんぽく

あさひ

むらかみ

かみはやし

あらかわ

※�それぞれの話題や出来事には、開催地区が分かる

ように上記イラストを掲載しています

　

10
月
9
日
㈯
か
ら
11
日
㈷
ま
で
み
ど
り
の
里
で
秋

ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
三
日
間
を
通
し
て
、「
鮭
鍋
」
や

「
つ
き
た
て
の
餅
」な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
朝
日
中
学
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
演
奏
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ま
た
ぎ
の
家
で
は

「
朝
日
の
昔
語
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

朝
日
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ「
ど
ん
ぐ
り
」で
活
動

し
て
い
る
島
田
志
津
さ
ん（
下
新
保
）は
布
部
集
落
に

伝
わ
る「
猿
の
よ
め
」を
、方
言
を
交
え
な
が
ら
、高
橋

衣
里
子
さ
ん（
古
渡
路
）は「
ひ
ら
け
ご
ま
」を
抑
揚
を

つ
け
な
が
ら
語
り
、
子
ど
も
た
ち
を
物
語
の
世
界
へ

引
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

新
潟
市
か
ら
参
加
し
た
安
宅
さ
ん
親
子
は
「
方
言

は
大
体
わ
か
っ
た
。
声
が
き
れ
い
で
聞
き
や
す
か
っ

た
」と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

む
か
〜
し

　

む
か
し
の
お
話
し

あさひ

男
女
共
同
参
画
を
実
践

「
男
子
厨
房
に
入
る
」

むらかみ

　

10
月
17
日
㈰
、
神
林
商
工
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
希
楽
々
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
「
満
喫
Ｆ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ａ
」
が
神
林
総
合
体
育
館
を
会
場
に
市

内
外
か
ら
61
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
神
林
商
工
会
青
年
部
の
高
橋
部

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
キ
ン
ボ
ー
ル
や
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
競
技
の
ほ
か
、
豪

華
景
品
が
当
た
る
ム
カ
デ
競
走
な
ど
の
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。昼
食
に
は
、神
林

産
そ
ば
粉
を
使
っ
た
「
手
打
ち
そ
ば
」
や
、
こ

だ
わ
り
の
豚
肉
丼「
神
林
ド
ー
ン
」な
ど
が
振

る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
ス
ポ
ー
ツ
と
神
林
地

場
産
食
材
を
使
っ
た
グ
ル
メ
を
堪
能
し
、
参

加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

「
満
喫
Ｆフ

ェ

ス

タ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
」

かみはやし
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10
月
17
日
㈰
、「
あ
さ
ひ
さ
ん
さ
ん
ま
つ

り
」が
み
ど
り
の
里
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
、

塩
野
町
小
学
校
の
児
童
が
地
域
の
農
家
の
皆

さ
ん
と
一
生
懸
命
育
て
た
米
を
「
塩
小
こ
だ

わ
り
米
」と
し
て
販
売
し
ま
し
た
。

　

米
袋
の
一
つ
ひ
と
つ
に
は
手
書
き
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
添
え
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
お
客

さ
ん
に
呼
び
か
け
た
り
、レ
ジ
を
打
っ
た
り
、

役
割
分
担
を
し
て
販
売
体
験
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
ま
で
一
年
近
く
米
作

り
に
携
わ
っ
て
き
た
本
間
奈
々
子
さ
ん
（
５

年
）は「
初
め
は
ど
う
や
っ
て
売
っ
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
や
っ
て
み
て
よ

か
っ
た
」と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
塩
小
こ
だ
わ
り
米
」完
成

あさひ

　

10
月
17
日
㈰
、
府
屋
地
内
の
古
舘
城
址
で

昨
年
に
続
い
て
狼の

ろ

し煙
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
事
業
は
狼
煙
上
げ
を
通
じ
て
地
域
の

つ
な
が
り
を
深
め
よ
う
と
始
め
ら
れ
た
も
の

で
、
会
場
に
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
3
台
分
の
杉
の

葉
が
運
び
込
ま
れ
、地
域
の
人
々
に
よ
り
、約

2
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
の
た
い
ま
つ
に
積

み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

午
前
11
時
、
杉
の
葉
に
子
ど
も
た
ち
の
手
に

よ
り
火
が
入
れ
ら
れ
る
と
、
白
煙
が
上
空
へ

勢
い
よ
く
昇
り
ま
し
た
。

　

遠
い
昔
、
城
を
構
え
た
城
主
は
こ
の
地
で

何
を
想
っ
た
の
だ
ろ
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
に

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
な
が
ら
、
地
域
の
未
来
に

願
い
を
込
め
た
狼
煙
上
げ
。
参
加
者
の
願
い

と
と
も
に
、
狼
煙
が
空
高
く
上
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。

「
想
い
」と「
願
い
」を
込
め
た

　
　
　
　
　

白
煙
高
々
と

さんぽく

　

10
月
24
日
㈰
、
村
上
市
消
防
本
部
で
消
防

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
が
消
防
士
の
仕
事
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
は
し
ご
車
の
搭
乗
体
験
や

防
火
服
を
着
て
の
記
念
撮
影
、
消
火
器
初
期

消
火
体
験
と
い
っ
た
催
し
の
ほ
か
に
も
、
迷

路
で
の
濃
煙
体
験
や
、
応
急
手
当
の
体
験
な

ど
、た
め
に
な
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、毎
年
多

く
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

30
ｍ
級
の
は
し
ご
車（
ビ
ル
７
・
８
階
建
て

に
相
当
）に
搭
乗
体
験
し
た
大
隈
喬

き
ょ
う

介す
け

く
ん

（
緑
町
１
丁
目
）は「
怖
く
な
か
っ
た
。お
城
山

が
見
え
た
よ
」と
、余
裕
の
表
情
。

　

ま
た
、
兄
弟
で
初
期
消
火
体
験
を
し
た
小

田
祐ゆ

う

樹き

く
ん
、
瑞み

ず

稀き

く
ん
（
山
辺
里
）
は
上
手

に
消
火
器
を
扱
っ
て
い
ま
し
た
。

お
っ
き
く
な
っ
た
ら

　

消
防
士
に
な
り
た
い
！

むらかみ

　

10
月
29
日
㈮
に
弥
彦
村
で
行
わ
れ
た
全
国

高
校
駅
伝
新
潟
県
予
選
の
男
子
の
部
で
村
上

桜
ヶ
丘
高
校
が
初
優
勝
し
、
12
月
26
日
㈰
に

京
都
市
で
開
か
れ
る
全
国
高
校
駅
伝
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
そ
の
報
告
に
11
月

２
日
㈫
、
同
校
陸
上
部
の
監
督
と
部
員
が
優

勝
旗
を
携
え
て
、市
長
を
訪
問
。全
国
大
会
へ

の
出
場
は
、
平
成
11
年
に
北
信
越
代
表
で
出

場
し
て
以
来
、２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

「
こ
の
チ
ー
ム
は
仲
が
良
く
、
３
年
生
は

１
・
２
年
生
に
気
さ
く
に
声
を
か
け
、
１
・
２

年
生
は『
３
年
生
の
た
め
に
』と
頑
張
っ
た
こ

と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
皆
の
た
め
に
走
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」と
、キ
ャ
プ
テ
ン
の
太
田

達
之
さ
ん（
檜
原
）。

　

全
国
大
会
で
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

村
上
桜
ヶ
丘
高
校

　

全
国
高
校
駅
伝
出
場
決
定

むらかみ
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11
月
２
日
㈫
〜
４
日
㈭
ま
で
の
３
日
間
に

わ
た
っ
て
、
荒
川
地
区
公
民
館
と
総
合
体
育

館
を
会
場
に
荒
川
地
区
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
、会
場
は
、絵
画
、書
道
、写
真
、菊
花
な
ど
、

数
多
く
の
力
作
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

祝
日
の
３
日
に
公
民
館
で
は
、お
茶
席
、試

食
会
、
い
ろ
い
ろ
な
作
品
づ
く
り
が
で
き
る

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
が
用
意
さ
れ
、訪
れ
た
大
勢
の
人
た
ち
は
、

思
い
思
い
に
芸
術
の
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。

　

水
墨
画
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
講
師
の

勝
見
光
夫
先
生
が
目
の
前
で
す
ら
す
ら
と
絵

を
完
成
さ
せ
て
い
く
姿
に
、参
加
者
は「
初
め

は
何
の
絵
か
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、
み
る

み
る
内
に
ハ
サ
木
の
風
景
が
出
来
上
が
っ

て
、び
っ
く
り
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

あらかわ

　

ま
た
、こ
の
日
、総
合
体
育
館
で
は
荒
川
商

工
会
主
催
の
商
工
産
業
祭
が
開
催
さ
れ
、
大

勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
商
工
会
創
立
50
周
年
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
会
場
は
地
域
物
産
の
販
売
や
さ
ま

ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
盛
り
上
が
り
、

伝
統
芸
能
の
発
表
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
滝
市
長
も
加
わ
っ
て
行
わ
れ
た

餅も
ち

ま
き
が
終
わ
る
と
、
会
場
に
来
て
い
た
小

学
生
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
あ
っ
て
面
白

か
っ
た
。
餅
や
お
菓
子
も
た
く
さ
ん
拾
え
て

得
を
し
た
気
分
」
と
満
足
げ
な
表
情
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
㈯
と
31
日
㈰
の
２
日
間
、道
の
駅

神
林「
穂
波
の
里
」を
会
場
に
農
産
物
フ
ェ
ア

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
曜
日
は
、強
風
の
た
め
、早
め
の
店
じ
ま

い
と
な
り
ま
し
た
が
、日
曜
日
は
風
も
お
さ
ま

り
、県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

農
産
物
フ
ェ
ア
で
は
、と
れ
た
て
野
菜
や
地

元
特
産
物
の
販
売
が
行
わ
れ
、来
場
者
は
、両

手
一
杯
に
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
買
い
込
ん
で

い
ま
し
た
。

農
産
物
フ
ェ
ア

かみはやし

秋
の
一
日
を
満
喫　

〜
荒
川
地
区
文
化
祭
・
商
工
産
業
祭
〜

　

11
月
1
日
㈪
、
冬
期
の
円
滑
な
道
路
交
通

を
確
保
す
る
た
め
、
羽
越
河
川
国
道
事
務
所

が
「
道
路
雪
害
対
策
支
部
」
を
設
置
し
、
朝
日

除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
除
雪
出
動
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

出
動
式
に
は
小
川
小
学
校
4
年
生
が
参
加

し
、「
事
故
の
な
い
よ
う
に
頑
張
っ
て
除
雪
し

て
く
だ
さ
い
」と
除
雪
関
係
者
を
励
ま
し
、そ

の
後
、除
雪
車
に
乗
っ
た
り
、凍
結
防
止
剤
を

触
っ
た
り
し
て
除
雪
の
重
要
さ
を
学
び
ま
し

た
。小
池
拓
馬
く
ん
は「
除
雪
車
に
は
い
ろ
い

ろ
な
ス
イ
ッ
チ
が
あ
っ
て
楽
し
か
っ
た
。
説

明
も
よ
く
わ
か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
降
雪
量
は
、
大
雪
ま
た
は
平
年
並

み
か
ら
大
雪
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
冬
道
に
備
え
早
め
の
タ
イ
ヤ
交
換
や
路

面
状
況
に
応
じ
た
運
転
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。

除
雪
車
、準
備
Ｏ
Ｋ
！

あさひ
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11
月
３
日（
祝
・
水
）、荒
川
サ
ケ
有
効
利
用

調
査
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
、小
学
生
を
対

象
と
し
た「
サ
ケ
の
勉
強
会
」が
神
林
水
辺
の

楽が
っ

校こ
う

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、時
折
、日
は
差
す
も
の
の
北
風
が

冷
た
く
吹
く
中
、
65
人
の
小
学
生
と
そ
の
家

族
が
参
加
し
、サ
ケ
に
つ
い
て
の
勉
強
や
サ

ケ
の
つ
か
み
ど
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

サ
ケ
の
つ
か
み
ど
り
で
は
、サ
ケ
の
大
き

さ
に
び
っ
く
り
し
て
、
な
か
な
か
つ
か
め
な

い
子
や
、
大
き
い
サ
ケ
に
狙
い
を
さ
だ
め
て

挑
む
子
な
ど
冷
た
い
水
を
気
に
せ
ず
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
と
参
加
し
た
武む

者し
ゃ

息い

吹ぶ
き

く
ん

（
宿
田
）は
、「
サ
ケ
を
つ
か
ま
え
る
の
は
難
し

か
っ
た
。大
き
く
て
重
か
っ
た
」と
感
想
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

サ
ケ
の
勉
強
会

かみはやし

　

11
月
3
日（
祝
・
水
）、
第
49
回
山
北
地
区

駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
9
区
間
、
19
・
2
キ
ロ
を
11
チ
ー
ム
で

競
い
ま
し
た
。
地
域
の
チ
ー
ム
、
職
場
チ
ー

ム
、自
衛
隊
チ
ー
ム
の
ほ
か
、今
年
は
下
越
大

会
を
勝
ち
抜
き
、
県
駅
伝
大
会
出
場
を
決
め

た
山
北
中
学
校
駅
伝
部
も
出
場
し
、
大
会
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
沿
道
に
は
地
域

の
人
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
大
き
な
声
援
を

送
り
、選
手
を
励
ま
し
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
県
大
会
出
場
の
実
力
を
発
揮
し
、

山
北
中
学
校
が
優
勝
。
参
加
し
た
生
徒
か
ら

は
「
優
勝
で
き
て
よ
か
っ
た
。
来
年
の
メ
ン

バ
ー
に
も
期
待
し
た
い
」
と
来
年
の
選
手
に

エ
ー
ル
を
送
り
、笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
も
増
え
、盛
り
上
が
っ
た
今
大
会
。

来
年
も
多
く
の
参
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

秋
の
山
北
路
駆
け
抜
け
て

　
　

「
山
北
地
区
駅
伝
大
会
」

さんぽく

　

11
月
12
日
㈮
、
荒
川
地
区
公
民
館
に
お
い

て
、
村
上
法
人
会
荒
川
支
部
主
催
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
会
が
開
催
さ
れ
、
各
事
業
所
か
ら
大
勢

の
受
講
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
の
消
防
署
荒
川
分
署
松
浦
副
士
長
か

ら
は
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
心
肺
蘇
生
法
は
セ
ッ
ト
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
心
肺
蘇
生
法
も
覚
え
て
く

だ
さ
い
」と
の
話
が
あ
り
、受
講
者
は
積
極
的

に
質
問
し
た
り
、
実
際
に
や
っ
て
み
た
り
し

な
が
ら
、熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
る
９
月
24
日
に
は
、
中
条
胎
内

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
荒
川
地
区
公
民
館

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
寄
贈
さ
れ
、
受
付
窓
口
脇
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。公
的
機
関
だ
け
で
な
く
、一

般
の
企
業
で
も
こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
が
増

え
、
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
救
わ
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。 い

ざ
と
い
う
時
の
準
備
を

あらかわ

　

11
月
3
日（
祝
・
水
）、さ
ん
ぽ
く
会
館
を

会
場
に
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

田
舎
懐
席「
紅
葉
の
膳
」と
し
て
提
供
さ
れ

た
色
鮮
や
か
な
御
膳
。
山
北
の
「
食
材
」
を
山

北
の
「
母
ち
ゃ
ん
」
の
手
で
調
理
す
る
こ
と

で
、
こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
山
北
の
味
と

な
っ
た
料
理
に
参
加
者
か
ら
は
「
彩
り
も
よ

く
、と
て
も
お
い
し
い
」と
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
彩
り
の
一
端
を
担
っ
た
お
膳
や
器
。

こ
れ
ら
は
各
家
庭
で
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
も

の
を
譲
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

食
事
や
会
場
の
準
備
に
関
わ
っ
た
人
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
開

催
さ
れ
て
い
る
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

は
、
大
勢
の
人
に
山
北
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
え
た
よ
う
で
し
た
。

多
く
の
善
意
に
支
え
ら
れ

「
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
」

開
催

さんぽく
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認 知 症
〜認知症の接し方 その2〜

　認知症の人はすべてを忘れてしまうわけではありません。「怒られた」「褒められた」などの感情は記憶に

残っています。とりわけ「怒られた」という感情はいつまでも忘れずに後々まで覚えていることが多いもの

です。

　介護している人は「腹を立てず」にお年寄りの「顔を立てる」という気持ちで接することが大切です。

図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511 ㈹

【中央図書館新着図書】

◆郭
かっ

公
こう

の鳴くころは　ふるさと村上些
さ

事
じ

断
だん

章
しょう

（飯沼宏）

◆YOU!（五十嵐貴久）

◆草
そう

莽
もう

無
ぶ

頼
らい

なり　上下（福田善之）

◆ラプソディ・イン・ラブ（小路幸也）

◆撃てない警官（安
あん

東
どう

能
よし

明
あき

）

◆呂布　猛将伝（塚本青
せい

史
し

）

◆修
しゅ

羅
ら

婚
こん

（桃谷方
ほう

子
こ

）

◆明日の雨は。（伊岡瞬）

◆数えからくり　女
おんな

錠
じょう

前
まえ

師
し

緋
ひ

名
な

（田牧大和）

◆人、中年に到る（四
よ

方
も

田
た

犬
いぬ

彦
ひこ

）

◆闇を光に　ハンセン病を生きて（近藤宏一）

◆パーフェクトメイク＆ヘアーバイブル（藤原美智子）

◆しょうがLife

◆驚異のノルディックウォーキング

◆日本茶のこと説明できますか?

図書館職員のおすすめ本
彫って楽しむ年賀状

　手軽なイモ版や消しゴム印から本格

的な石こう板、木版など、年賀状作りを

版画で楽しみます。

包括支援センターだより

その7

　次回は、「認知症の人を地域で支える」です。

●問い合わせ、および申し込み先

　介護高齢課地域包括支援センター　☎53－2111（内線364）、または各支所地域福祉課介護保険係

○プーさんの森にかえる（デイヴィッド・ベネディクタス）

○まどれーぬちゃんとまほうのおかし（小川糸）

○それほんとう?（松岡享
きょう

子
こ

）

○だいこんだんめんれんこんざんねん（加
か

古
こ

里
さと

子
し

）

○この世のおわり（ラウラ・ガジェゴ・ガルシア）

○にこにこおかお（とよたかずひこ）

○ねむいねむいねずみとどろぼうたち（佐々木マキ）

○あくたれラルフのたんじょうび（ジャック・ガントス）

○クリスマスのちいさなおくりもの（アリスン・アトリー）

○チボリーノの冒険（ジャンニ・ロダーリ）

○すうじだいぼうけん（宮下すずか）

○よくぞごぶじで（ルドウィッヒ・ベーメルマンス）

○竜の木の約束（浜野京子）

○深海の不思議な生物

◆…一般書　○…児童書

と　き　　12月10日㈮　午後１時30分～

ところ　　教育情報センター

講　師　　新潟リハビリテーション病院　神経内科（物忘れ外来）　　今村　徹先生

内　容　　「認知症について　～認知症の理解と介護～」

定　員　　200人（先着順）

申し込み　電話でお申し込みください

その他　　駐車スペースに限りがありますので、なるべく乗り合わせてお越しください。

講演会のお知らせ

冬期間の移動図書館車の巡回について
　冬期間、移動図書館車は天候が悪化した場合、巡回の時間に遅れや、巡回

を中止することがあります。

◎巡回についてのお問い合わせは中央図書館まで
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食
育
だ
よ
り

　

塩
野
町
保
育
園
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
サ
ツ

マ
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
に
加
え
て
、
保
護
者

か
ら
い
た
だ
い
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
と
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
苗
を
初
め
て
植
え
て
収
穫
し
ま
し
た
。

　

ズ
ッ
キ
ー
ニ
は
、育
っ
て
い
く
様
子
が
と
て

も
珍
し
く
、
園
児
と
職
員
は
毎
日
の
よ
う
に
畑

に
通
い
ま
し
た
。
給
食
に
で
た
ズ
ッ
キ
ー
ニ
は

抵
抗
な
く
食
べ
ら
れ
て
、
サ
ラ
ダ
や
和あ

え
物
、

汁
物
に
と
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
で
味
わ
い
ま
し

た
。

　

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
、か
な
り
の
高
さ
ま
で
伸

び
て
ビ
ッ
ク
リ
し
な
が
ら
背
比
べ
を
し
て
に

ぎ
や
か
で
し
た
。

　

10
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
年
長
児
を
中
心
に

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
お
や
つ
作
り
を
し
ま
し
た
。

コ
ー
ン
と
一
緒
に
笑
顔
が
弾
け
た
時
間
で
す
。

　

ま
た
、
参
観
日
に
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
と
リ
ン

こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

「
ア
ル
コ
ー
ル
」と「
う
つ
病
」

　

宴
会
で
飲
む
お
酒
は
楽
し
い
も
の
で
す
。気

分
も
和
み
、
会
話
も
弾
み
、
幸
せ
な
気
分
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
夕
飯
時
の
晩
酌
が
何
よ
り
の

楽
し
み
と
い
う
人
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

多
量
飲
酒
者
と
は

　

お
酒
を
飲
ん
で
い
る
う
ち
に
、い
つ
の
ま
に

か
自
分
で
ア
ル
コ
ー
ル
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
な
く
な
り
、多
量
飲
酒
者
に
な
る
人
が
い

ま
す
。多
量
飲
酒
者
と
は
、一
日
平
均
３
合（
日

本
酒
）
以
上
飲
酒
す
る
人
の
こ
と
で
、
成
人
男

性
で
は
４
・
１
％
、
女
性
は
０
・
３
％
い
ま
す
。

年
齢
の
若
い
う
ち
か
ら
飲
酒
す
る
習
慣
が
あ

る
と
多
量
飲
酒
者
に
な
り
や
す
く
な
り
、飲
酒

の
若
年
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

飲
酒
が
身
体
や
心
に
及
ぼ
す
影
響

　

多
量
飲
酒
が
さ
ら
に
進
ん
で
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
な
る
と
肝
臓
病
な
ど
の
体
の
病
気

に
な
る
だ
け
で
な
く
、精
神
面
へ
の
影
響
も
大

き
く
、
う
つ
病
を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

依
存
症
の
人
に
は
調
査
前
１
年
間
に
限
っ
て

も
、う
つ
病
が
27
・
９
％
に
み
ら
れ
て
、依
存
症

で
な
い
人
と
比
べ
て
う
つ
病
に
な
る
危
険
性

は
３
・
９
倍
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

楽
し
く
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
た
め
に

　

一
人
ひ
と
り
の
ア
ル
コ
ー
ル
に
対
す
る
耐

性
は
違
い
ま
す
。休
肝
日
を
と
っ
て
適
正
量
を

飲
む
程
度
で
あ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
休
肝
日

を
と
ら
な
い
、一
日
３
合
以
上
飲
む
よ
う
で
あ

れ
ば
要
注
意
で
す
。

　

お
酒
を
飲
ま
な
く
て
も
宴
会
を
楽
し
め
た

り
、夕
食
は
会
話
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い
け
る

と
よ
い
で
す
ね
。

※�

文
章
中
の
統
計
数
字
は
、
平
成
22
年
９
月
30

日
に
行
わ
れ
た
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
講

座
」
新
潟
青
陵
大
学　

服
部
潤
吉
准
教
授
の

講
演
資
料
か
ら

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
医
療
係

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）

ゴ
入
り
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
を
作
り
保
護
者
に
試

食
し
て
も
ら
い
、「
簡
単
そ
う
だ
ね
」、「
家
で
も

子
ど
も
と
作
っ
て
み
る
」な
ど
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。お
や
つ
の
カ
ロ
リ
ー
や
甘
さ
な
ど

に
保
護
者
は
関
心
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
畑
に
は
、
み
ん
な
で
種
ま
き
し
た
ダ

イ
コ
ン
と
カ
ブ
、
保
護
者
か
ら
い
た
だ
い
た
ハ

ク
サ
イ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
オ
ー
タ
ム
ポ
エ
ム

を
育
て
て
い
ま
す
。

　

園
児
の
感
動
と
笑
顔
に
触
れ
る
と
、「
素
材
」

や「
食
」が
身
近
に
な
り
、食
育
の
大
切
な
こ
と

が
少
し
ず
つ
育
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
す
。
お
や
つ
や
給
食
な
ど
が
、
ワ
ク
ワ
ク
す

る
よ
う
な
食
体
験
に
な
る
よ
う
に
進
め
た
い

で
す
。

収穫したトウモロコシでポップコーン作り
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Vol.9「買い替える時は省エネ照明を選択しよう」eECOECO くらしくらし
エ コ

イー

カッコ
はじめよう ecology

  economy

小
池　

由
美
子
さ
ん
︹
湯
ノ
沢
︺

　
　
　

紗さ

衣え

ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

　
　
　

涼
り
ょ
う

太た

く
ん
（
11
か
月
）

　ままごとが大好きな紗衣ちゃ

んは、毎日おもちゃのごちそう

を作ってくれます。まねっこ大

好きな涼太くんは、紗衣ちゃん

が泣くと一緒になって叫んでい

て面白いね。

　いつも仲良く、健康に育って

くれるようにママもお料理がん

ばります。

このコーナーでは、村上の未来を担う子ども

たち、「わが家の宝」を紹介します。

わが家

宝

の
今回は、

神林地区です

　家庭で電力消費が２番目に多いのが照明器具。統

計によると照明器具は、冷蔵庫と同じく家庭での消

費電力の16％以上を占めています。省エネ照明へ

の買い替えによる省エネ効果が期待されています。

一般電球
17㎜ 26㎜

E17 E26

ボール電球 電球形蛍光ランプ 電球形
ＬＥＤランプ

電球形蛍光ランプの
口 金 に は、Ｅ17とＥ
26の２種類がありま
す。
■電気代もお得になります■
　白熱電球を電球形蛍光ラン
プに交換すると、消費電力が
少なく、寿命が長いので１灯
あたりの３年間のランニング
コストは、約5,000円お得に
なります。

　ランプやかさが汚
れると、明るさは極
端に低下します。ダ
イニングキッチンな
どの汚れやすい場所
では、こまめにお手
入れしましょう。

　必要のないあかりは、消
しましょう。長時間部屋を
空けるときは消したほう
が経済的です。蛍光ランプ
は極端にひんぱんに点滅
させるとランプの寿命が
縮むので注意しましょう。

100形90ワットと同じ明るさ

60形54ワットと同じ明るさ

40形36ワットと同じ明るさ

25形　19～22ワット

15形　10～13ワット ４～９ワット

10形　７～９ワット

●器具の掃除で明るさアップ ●点灯時間を短くしよう
照明器具の上手な使い方

電球形蛍光ランプや電球形

LEDランプは、一般電球や

ボール電球と同じソケットに

取り付けられます。
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）� 届出人� 町内会名または住所 氏名（ふりがな）� 届出人� 町内会名または住所

●おくやみ
氏名� 年齢� 町内会名または住所 氏名� 年齢� 町内会名または住所 氏名� 年齢� 町内会名または住所

※10月11日から11月10日までの届け出です（敬称略）※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています

人口と世帯数（11月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä32,562人（△5）　Å35,410人（△13）　�計67,972人（△18）　    22,829世帯（15）

村上地区
細 谷 ヨ キ	 88	 肴町
菅 原 幸 男	 84	 羽黒町
柄　澤　スミ子	 70	 岩船上浜町
横 山 悦 雄	 89	 柏尾
小　越　ハルノ	 93	 大欠
相 馬 ア イ	 84	 杉原
近 藤 君 子	 74	 四日市
渡　邉　甚三郎	 93	 飯野三丁目
桑 原 榮 子	 85	 飯野西
町 野 悦 策	 69	 松波町
磯　部　トモヱ	 93	 羽黒口
松　田　卯三郎	 85	 岩船上町
南 　 通 雄	 77	 二之町
木 村 ア キ	 102	 羽黒町
近 藤 　 勇	 82	 堀片
平 山 彦 吉	 84	 緑町一丁目
嶋 田 正 子	 63	 山居町一丁目
岩　倉　與喜榮	 86	 岩船下浜町
小 川 勝 美	 84	 学校町
渡 邉 　 昭	 63	 岩船横新町
小　川　ツヤ子	 55	 下相川
本　間　ヤチヨ	 82	 瀬波中町
　　地　ミヨシ	 90	 鍛冶町
山　﨑　トメヨ	 98	 安良町
本 保 タ マ	 93	 松原町一丁目
小 田 三 郎	 69	 八日市
佐 藤 亀 治	 78	 山辺里
佐　藤　吉治郎	 89	 松原町一丁目

村上地区
こまち	 百 武 信 行	 飯野桜ヶ丘
依吹（いぶき）	 石 栗 明 生	 田端町
日向美（ひなみ）	 鈴 木 　 亮	 若葉町
真那（まな）	 岩 澤 雄 一	 山辺里
陸斗（りくと）	 羽 田 　 繁	 若葉町
侑己（ゆうき）	 川 村 　 聡	 鍛冶町
杏（あん）	 平 山 貴 士	 緑町一丁目
快吏（かいり）	 髙 橋 太 志	 新町
いろは	 菅 　 俊 介	 緑町四丁目
世莉（せり）	 上 村 嘉 則	 岩船三日市
星空（せら）	 藤 井 友 美	 山辺里
涼介（りょうすけ）	 鈴 木 浩 文	 岩船上町
心菜海（こなみ）	 稲 垣 智 也	 山居町一丁目
煌（きら）	 齋 藤 正 人	 岩船中新町
新太（あらた）	 中 山 陽 介	 泉町
陽哉（はるや）	 津 野 貴 春	 山辺里
成（なる）	 磯 部 　 禅	 緑町二丁目
尚瑛（しょうえい）	 佐 藤 　 仁	 杉原
拓都（たくと）	 髙 橋 洋 樹	 飯野西

荒川地区
優真（ゆうま）	 和 泉 泰 浩	 中倉
心（しん）	 増 子 正 人	 下鍜冶屋

楽 （々らら）	 鈴 木 光 英	 坂町
和花（のどか）	 金 子 俊 彦	 佐々木
碧（あおい）	 田 中 　 龍	 坂町
愛美（あいみ）	 佐　藤　三香子	 堤下団地
こはる	 近 藤 拓 也	 羽ケ榎
詩子（うたこ）	 武 田 健 巳	 下鍜冶屋
聡真（そうま）	 加 藤 　 優	 藤沢

神林地区
楓葉（いろは）	 中 山 　 治	 里本庄
いる	 田 中 雅 晴	 牧目
蒼太（そうた）	 内 山 和 登	 桃川
永時（えいじ）	 島 田 雄 一	 牧目
ひより	 小　田　晋太郎	 飯岡
朋花（ともか）	 清 村 信 一	 宿田
楓人（ふうと）	 大 矢 義 幸	 南大平
奈那（なな）	 寺 澤 　 学	 七湊
悠月（ゆづき）	 高 橋 直 幸	 葛籠山

朝日地区
快（かい）	 齋 藤 圭 介	 上野
奏翔（かなと）	 太 田 聖 志	 檜原
柚輝（ゆずき）	 丹 田 敏 朗	 布部
紗七（さな）	 髙 橋 一 徳	 大場沢
逞人（たくと）	 遠 山 勝 之	 中原

渡　辺　トメノ	 91	 檜原
須 貝 　 茂	 70	 古渡路
富　樫　昭太郎	 72	 早稲田
中　山　喜一郎	 82	 大須戸
佐 藤 マ サ	 85	 関口
志　田　サキ子	 76	 上野
増　子　マツエ	 90	 板屋越
吉 村 ハ ツ	 94	 大場沢
鈴 木 ミ キ	 87	 猿沢
松　田　不二子	 86	 鵜渡路
富 樫 一 郎	 73	 早稲田
川　村　きく子	 93	 川端
松 縄 義 平	 83	 朝日中野
貝　沼　トシ子	 89	 熊登

山北地区
大 山 忠 雄	 80	 桑川
佐 藤 國 雄	 61	 伊呉野
本　間　嘉智勇	 88	 浜新保
本 間 ツ ナ	 83	 浜新保
嶋　村　タケノ	 94	 寝屋
小 田 澄 江	 93	 荒川口
増 子 富 司	 60	 岩崎
本 間 富 子	 77	 北赤谷
齋 藤 富 野	 96	 間瀬
佐　藤　キヨイ	 92	 伊呉野

渡 邉 祐 介	 77	 大町
木 村 ア キ	 80	 久保多町
小 野 與 平	 92	 山居町一丁目
伊與部　茂　夫	 87	 瀬波上町

荒川地区
阿 部 テ ツ	 91	 春木山
須　貝　榮多弥	 92	 大津
近 　 ミ キ	 89	 春木山
伊 藤 　 實	 83	 山口
遠 山 榮 次	 83	 山口
長谷川　隆　市	 74	 坂町住宅
磯 部 セ イ	 95	 荒島
山　本　豊太郎	 83	 大津
磯 部 健 次	 75	 梨木
冨 樫 チ キ	 95	 切田

神林地区
平 山 ツ ヨ	 82	 松沢
松 本 シ ン	 91	 小岩内
内 山 政 次	 85	 桃川
櫻 井 美 惠	 82	 福田
佐 藤 道 雄	 72	 有明
井　上　美世治	 82	 平林

朝日地区
佐　藤　キノイ	 77	 鵜渡路
菅 原 勝 弘	 73	 蒲萄
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市報むらかみは、資源保護のため
再生紙と環境にやさしい大豆インクを
使用しています。

印刷　村上印刷株式会社

　11月３日㈷、25チーム250人の選手が参加し、第48回朝日駅

伝大会が行われました。

　今年から次の世代にタスキを受け継いでいけるようにチー

ムごとに色が決められ、そのタスキを胸にスタートラインにつ

きました。当日の天候は、時折あられも混じる雨模様でしたが、

どのチームもリタイヤすることなくタスキをつなぎゴール

テープを切りました。

　大会後には、選手だけでなく応援してくれた人にもおしるこ

が振る舞われ、冷えた体を温め疲れた体を癒していました。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u忘年会シーズンとなりました。今回

の市報で「こんにちは！保健師です」

には、アルコールについて掲載してい

ます。多量に飲酒すると肝臓などに影

響が及ぶだけでなく、うつ等も引き起

こすそうです。今月は毎日飲む人も飲

まない人もそれぞれで飲む機会が多

くなる月です。自分に問いかけながら

程よく飲んで楽しみ、今年１年の労を

ねぎらいましょう。志○�

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

ガラス小玉

　

山
元
遺
跡
は
、今
か
ら
お
よ
そ
２
０
０
０
年
前

の
弥
生
時
代
後
期
の
遺
跡
で
、平
成
17
年
度
に
日

本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
建
設
の
た
め
の
試
掘

調
査
に
よ
り
発
見
さ
れ
ま
し
た
。遺
跡
は
下
助
渕

に
あ
り
、周
辺
の
田
ん
ぼ
よ
り
も
36
〜
37
ⅿ
高
い

丘
陵
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

　

遺
跡
は
日
本
海
側
最
北
の
「
高こ

う

地ち

性せ
い

環か
ん

濠ご
う

集し
ゅ
う

落ら
く

」と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。「
高
地
性
環
濠

集
落
」と
は
、山
や
丘
陵
に
立
地
し
、そ
の
周
り
を

濠ほ
り（

空か
ら

堀ぼ
り

）
で
囲
っ
た
と
い
う
防
御
性
の
高
い
集

落
で
す
。
県
内
で
は
妙
高
市
の
斐ひ

太だ

遺
跡
、
新
潟

市
秋
葉
区
の
古ふ

る

津つ

八は
ち

幡ま
ん

山や
ま

遺
跡
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

発
掘
調
査
で
は
、弥
生
時
代
後
期
の
当
地
域
で

多
く
使
わ
れ
て
い
た
東
北
の
土
器
の
ほ
か
、わ
ず

か
で
す
が
北
陸
や
北
海
道
の
土
器
が
出
土
し
ま

し
た
。
ま
た
、
関
西
・
東
海
以
西
で
多
く
出
土
す

る
国
内
産
の
ガ
ラ
ス
小
玉
70
数
点
や
青
銅
器
が

発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、こ
の
地
域
の
交
流

拠
点
の
集
落
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

文
化
行
政
課
埋
蔵
文
化
財
係

　

☎
72
‐
６
８
８
８

青銅器（筒形銅製品）


